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Ⅰ 調査概要 
１ 調査の目的 

京都市では，貧困家庭の子どもや青少年に関する問題に対し，教育の支援，生活の支援，
保護者に対する就労の支援，経済的支援を中心とした，多岐にわたる施策を全庁一丸となっ
て融合・実施するため，平成２８年４月１日付けで「貧困家庭の子ども・青少年対策プロジ
ェクトチーム」を設置しています。 
この度，次代を担う子どもたちが，健やかに育っていくための今後の支援策を検討するた

め，貧困状態にある家庭だけでなく，貧困状態にない家庭も含めて，お子さんのおられる御
家庭の様子，保護者の就労の状況，子育てについての困りごとなどをお伺いし，家庭の経済
状況と子どもの生活習慣等との相関関係を把握することを目的として，「京都市子どもの生活
状況等に関する調査」を実施しました。 

２ 調査概要 
（１）調査対象 
   京都市内の０～１７歳（平成２８年４月１日時点）の子どもがいる家庭

なお，調査は，乳幼児（０～５歳），小学生（６～１１歳），中高生等（１２～１７歳）
がいる家庭に区分して実施しました。（以下，調査の区分は「乳幼児」，「小学生」，「中高生
等」と表示します。） 

（２）調査方法等 
   各家庭の経済状況のほか，生活の状況，教育の状況，家族や地域との関わりなど，家庭
の「子育て力」の実態や，家庭が抱える悩み・課題等を把握するための調査票を住民基本台
帳から無作為抽出した子育て世帯に郵送し，同封の返信用封筒にて返送いただきました。 

   なお，回答いただく際に，氏名・住所の記載を求めない無記名式の調査としました。 
（３）調査件数・回収率

１８，０００件 
区分 配布数 有効回収数 有効回収率

乳幼児（0～5歳） ６，０００ ３，２４８件 ５４．１％
小学生（6～11歳） ６，０００ ２，８８９件 ４８．２％
中高生等（12～17歳） ６，０００ ２，６４２件 ４４．０％

合 計 １８，０００ ８，７７９件 ４８．８％
（４）調査期間 

平成２８年８月５日から平成２８年８月２２日まで 
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【参考１】本市の支援施策を利用されている方に対するアンケート調査 
「無作為抽出による市民アンケート調査」とは別に，支援を要する子どもや家庭の実態を

 より多く把握するため，本市の支援施策を利用されている方に対するアンケート調査を実施
しました。 
 （１）調査対象 ①子どものいる生活保護受給世帯，②児童扶養手当受給世帯 
 （２）調査方法等 

「無作為抽出による市民アンケート調査」調査票から収入に関する設問を削除した調査
票を，無作為に抽出（市民アンケート調査と重複しないよう抽出）した世帯に郵送し，同
封の返信用封筒にて返送いただきました。 

   なお，「無作為抽出による市民アンケート調査」と同様，無記名式の調査としました。 
 （３）対象件数 ①②それぞれ３００件ずつ抽出し，合計６００件について実施 

配布数 有効回収数 有効回収率
生活保護受給世帯 ３００ ７４件 ２４．７％
児童扶養手当受給世帯 ３００ １０９件 ３６．３％

合 計 ６００ １８３件 ３０．５％
 （４）調査期間 

平成２８年８月９日から平成２８年８月２９日まで 

３ 調査結果の表示方法 
 ・ 回答は各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示しています。また，小数

点以下第２位を四捨五入しているため，内訳の合計が１００．０％にならない場合があり
ます。 

 ・ 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合，回答は選択
肢ごとの有効回答数に対して，それぞれの割合を示しています。 

   このため，合計が１００．０％を超える場合があります。 
 ・ クロス集計の場合，無回答を排除しているため，クロス集計の有効回答数の合計と単純

集計（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。 
   なお，クロス集計とは，複数項目の組合せで分類した集計のことで，複数の質問項目を

交差して並べ，表やグラフを作成することにより，その相互の関係を明らかにするための
集計方法です。 

 ・ 「本市の支援施策を利用されている方に対するアンケート調査」については，「無作為抽
出による市民アンケート調査」と調査対象及び回答者数の母数が異なるため，本報告書内
では参考として掲載しています。 
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【参考２】 本調査において世帯の所得が「貧困線」を下回るとする基準の算定方法 
国においては，国民生活基礎調査を基に，世帯人数ごとの等価可処分所得（可処分所得（い

わゆる手取り収入）を世帯人員の平方根で割ったもの）の分布の中央値の半分の額を繋いだ「貧
困線」とし，これを基に全国の貧困率を算出しています。一方，貧困線の都道府県，市町村別
の数値が出されていないため，本調査においては，便宜的に，国が国民生活基礎調査により算
出した全国の貧困線を基に，回答いただいた世帯がおおむね相対的貧困の状況にあると考えら
れるかどうかを判断することとしました。 

   また，国の貧困線算定に当たっての所得の把握方法としては，回答者が金額を記入する方式
を採っていますが，京都市の調査では，回答いただく方の負担を考慮し，１００万円から 
２００万円単位で区分した金額の選択肢から選んでいただく方式により，概ねの可処分所得を
把握することとしました。 

◆ 貧困線の基準（国の基準（25年度国民生活基礎調査による）） 
世帯人員 1人 2人 3人 4 人 5 人 6人 7 人

等価可処分所得 122万円 173 万円 212 万円 244万円 273万円 299 万円 323 万円
 ※等価可処分所得：手取りの収入（可処分所得）を世帯人員の平方根で除したもの

◆ 本市における「貧困線」以上・以下の判定方法 
   アンケート調査で回答いただく収入の選択肢には幅がある（ ①０～100万円，②101～
   200万円・・など）ため，回答いただいた選択肢の中央値を所得額と仮定して判定 
（例）手取りの収入（可処分所得）を「201～300万円」と回答した3人世帯の場合と 2人世 

    帯の場合 
    ・手取りの収入の算定：選択肢における収入幅の中央値の 250万円と仮定 
   ・「貧困線」以上・以下の判定 

等価可処分所得：250万円÷「√3」＝144.3 万円＜212万円（3人世帯の貧困線） 
      ⇒当該世帯は，「貧困線」以下にあると推計 

：250万円÷「√2」≒177.1 万円＞173万円（2人世帯の貧困線）  
                ⇒当該世帯は，「貧困線」以上にあると推計 
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Ⅱ 調査結果

１ 回答者の基本属性・世帯類型
（１）世帯の基本属性
ア 世帯構成
・ 世帯の構成については，「夫婦と子ども」が最も高くなっています。 
・ 「ひとり親世帯」（「死別」+「離婚」＋「未婚」＋「別居」の合計）」の割合は，子どもの年齢
が上がるほど，高くなっています。 

図表 1 世帯構成 

図表 2 「ひとり親世帯」該当の有無 
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イ 世帯の可処分所得等 

・ 昨年１年間に所得のあった世帯員については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「父
親」の所得のあった割合が最も高くなっています。また，「ひとり親世帯」や「貧困線以
下の所得の世帯」では，全体的に「母親」の割合が高くなっています。 

・ 所得の種類については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「給与所得」の割合が他
の所得の割合より高くなっています。また，「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世
帯」では「給与所得」の割合がやや低く，「児童扶養手当」の割合が高くなっています。 

・ 可処分所得については，乳幼児，小学生では，「301万円～400万円」の割合が 21.7%，
16.6％と最も高く，次いで「401 万円～500 万円」が 17.3%，15.5%と高くなってい
ます。中高生等では，「301万円～400万円」，「401万円～500万円」，「601万円～800
万円」の割合がいずれも 13.4%～13.5%と最も高くなっています。一方，「ひとり親世
帯」では，「0円～100万円」の割合が乳幼児 28.8%，小学生 19.4%，中高生等 17.7%，
「101万円～200万円」が乳幼児 23.8%，小学生 28.9%，中高生等30.1%となってい
ます。 

・ 保護者の就労状況別の可処分所得の区分について，「正社員×正社員」では乳幼児，小
学生，中高生等のいずれも「601万円～800万円」が最も高くなっている一方で，「正社
員×パート等」や「専業主婦（夫）」では，乳幼児や小学生は「301 万円～400 万円」，
中高生等では，「401万円～501万円」（正社員×パート等）や「601万円～801万円」（専
業主婦（夫））の割合が高くなっています。 

・ 本調査において，所得が「貧困線」を下回ると考えられる世帯の割合について，全体で
は，乳幼児11.1％，小学生 13.1％，中高生等 15.6％となっていますが，「ひとり親世帯」
では乳幼児 53.1%，小学生 49.4%，中高生等48.2%となっています。
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図表 3 所得のあった世帯員                   （単位：％）

母親 父親 祖母 祖父 本人 きょうだい その他 無回答

乳幼児調査（n=3,248） 49.4 90.3 2.5 2.2 0.0 0.3 0.7 4.2

うち ひとり親世帯 

（乳幼児）（n=160） 
67.5 6.9 10.6 10.6 0.0 0.6 6.3 16.9

うち 貧困線以下の所得の
世帯（乳幼児）（n=360） 53.3 66.9 5.6 4.2 0.0 0.6 2.8 7.2

小学生調査（n=2,889） 60.9 84.8 2.1 1.6 0.0 1.3 0.9 3.8

うち ひとり親世帯 

（小学生）（n=350） 
76.6 8.9 5.1 4.3 0.0 2.3 5.1 11.1

うち 貧困線以下の所得の
世帯（小学生）（n=379） 68.9 48.3 3.2 2.6 0.0 2.9 2.9 5.3

中高生等調査（n=2,642） 69.7 79.2 2.0 1.5 1.8 9.6 0.9 4.0

うち ひとり親世帯 

（中高生等）（n=475） 
74.9 9.7 3.2 3.2 3.8 9.1 4.0 9.5

うち 貧困線以下の所得の
世帯（中高生等）（n=411） 

74.2 38.2 1.7 1.2 2.7 8.0 2.9 6.8

（参考）無作為抽出 
アンケート全体（n=8,779） 

59.3 85.1 2.2 1.8 0.5 3.5 0.8 4.0

（参考）ひとり親世帯全体 
（n=985） 74.3 8.9 5.1 4.8 1.8 5.3 4.8 11.3

（参考）貧困線以下の所得
の世帯全体（n=1,150） 65.9 50.5 3.4 2.6 1.0 4.0 2.9 6.4

（参考）施策対象者 
アンケート全体（n=183） 

71.6 3.3 4.4 3.3 3.3 5.5 3.3 20.2

7 

図表 4 所得の種類                      （単位：％）

給
与
所
得

財
産
に
よ
る
所
得

公
的
年
金･

恩
給

企
業
年
金･

個
人
年
金
等

雇
用
保
険･

失
業
手
当

児
童
手
当

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

生
活
保
護

そ
の
他
の
社
会
保
険
給
付
金

親･

親
族
か
ら
の
仕
送
り

元
夫･

元
妻
か
ら
の
養
育
費

そ
の
他
の
所
得

い
ず
れ
も
該
当
し
な
い

無
回
答

乳幼児調査（n=3,248） 96.2 7.1 1.6 0.5 2.8 66.3 8.0 1.7 0.8 2.2 1.9 0.6 2.4 0.2 1.0

うち ひとり親世帯 

（乳幼児）（n=160） 
77.5 3.8 6.9 1.3 1.9 63.1 50.6 3.1 12.5 1.3 3.1 9.4 1.9 0.0 1.3

うち 貧困線以下の 

所得の世帯（乳幼児）
（n=360） 

86.7 4.4 3.6 1.1 3.6 68.6 16.9 3.3 4.4 2.5 4.4 1.4 5.6 0.8 0.6

小学生調査（n=2,889） 96.5 7.7 1.7 0.7 1.0 67.1 11.8 4.1 1.6 0.5 1.8 2.2 1.3 0.2 0.9

うち ひとり親世帯 

（小学生）（n=350） 
87.1 4.3 5.1 1.1 0.9 74.0 62.6 5.1 12.6 0.9 1.4 16.6 0.6 0.9 0.9

うち 貧困線以下の所
得の世帯（小学生）
（n=379） 

91.8 4.7 2.4 1.1 1.6 72.0 37.2 5.0 6.1 0.8 2.1 6.9 2.4 0.5 0.0

中高生等調査
（n=2,642） 

94.5 8.5 4.4 1.2 1.2 41.9 12.9 3.1 3.2 0.4 1.7 1.6 2.2 0.2 1.3

うち ひとり親世帯 

（中高生等）（n=475） 
84.6 6.3 10.1 2.3 2.3 44.0 57.5 3.6 16.2 0.4 2.1 8.8 2.1 0.2 2.1

うち 貧困線以下の 

所得の世帯（中高生等）
（n=411） 

87.3 5.6 8.8 1.7 3.9 51.8 39.7 5.1 10.9 0.7 3.9 5.8 4.1 0.5 0.0

（参考）無作為抽出 
アンケート全体
（n=8,779） 

95.8 7.7 2.4 0.8 1.7 59.2 10.7 2.9 1.8 1.1 1.8 1.4 2.0 0.2 1.1

（参考）ひとり親世帯 
全体（n=985） 

84.4 5.2 7.8 1.7 1.7 57.8 58.2 4.1 14.3 0.7 2.0 11.7 1.5 0.4 1.5

（参考）貧困線以下の
所得の世帯全体
（n=1,150） 

88.6 5.0 5.0 1.3 3.0 63.7 31.7 4.5 7.3 1.3 3.5 4.8 4.0 0.6 0.2

（参考）施策対象者 
アンケート全体（n=183）

74.9 1.1 6.0 1.1 2.7 70.5 89.6 7.1 40.4 0.0 2.7 9.3 2.2 0.0 1.1
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図表 5 可処分所得の区分                        （単位：％）

０～ 

１００万円

１０１万円

～２００万円

２０１万円

～３００万円

３０１万円

～４００万円

４０１万円

～５００万円

５０１万円

～６００万円

６０１万円

～８００万円

８０１万円～

１，０００万円

１，００１万円

以上 
無回答 

乳幼児調査（n=3,248） 4.2 5.2 14.3 21.7 17.3 11.5 10.5 3.4 1.7 10.3

うち ひとり親世帯 

（乳幼児）（n=160） 
28.8 23.8 14.4 10.6 3.1 2.5 0.6 0.6 0.6 15.0

うち 貧困線以下の 

所得の世帯（乳幼児）

（n=360） 

37.5 46.1 16.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

小学生調査（n=2,889） 4.7 6.3 10.7 16.6 15.5 12.4 12.1 5.5 3.3 12.9

うち ひとり親世帯 

（小学生）（n=350） 
19.4 28.9 18.3 9.1 4.9 1.1 1.4 1.1 0.6 15.1

うち 貧困線以下の 

所得の世帯（小学生）

（n=379） 

35.6 48.0 16.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

中高生等調査（n=2,642） 5.4 8.3 11.5 13.4 13.5 10.3 13.5 8.1 4.8 11.2

うち ひとり親世帯 

（中高生等）（n=475） 
17.7 30.1 20.4 8.2 5.7 2.5 1.5 1.3 0.6 12.0

うち 貧困線以下の 

所得の世帯（中高生等）

（n=411） 

33.8 52.1 14.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（参考）無作為抽出 

アンケート全体（n=8,779） 
4.7 6.5 12.3 17.5 15.5 11.4 11.9 5.5 3.2 11.4

（参考）ひとり親世帯 

全体（n=985） 
20.1 28.6 18.7 8.9 5.0 2.0 1.3 1.1 0.6 13.6

（参考）貧困線以下の 

 所得の世帯全体

（n=1,150） 

35.6 48.9 15.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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図表 6 父母の就労状況別 可処分所得の区分                （単位：％）

（n=）
0～100

万円 

101 万円

～200 万

円 

201 万円

～300 万

円 

301 万円

～400 万

円 

401 万円

～500 万

円 

501 万円

～600 万

円 

601万円

～800万

円 

801 万円

～1,000

万円 

1,001 万

円以上 
無回答

乳幼児調査 3,248 4.2 5.2 14.3 21.7 17.3 11.5 10.5 3.4 1.7 10.3

うち 正社員×正社員 873 1.8 2.1 10.1 14.0 19.5 16.6 19.8 6.4 2.2 7.6

うち 正社員×パート等 803 4.5 6.4 15.7 25.4 16.6 10.2 7.3 2.0 1.5 10.5

うち 専業主婦（夫） 1,205 2.3 3.6 15.5 26.1 18.8 10.0 7.6 2.8 1.4 11.8

小学生調査 2,889 4.7 6.3 10.7 16.6 15.5 12.4 12.1 5.5 3.3 12.9

うち 正社員×正社員 478 1.0 2.5 3.8 10.5 14.2 18.2 21.8 11.9 7.7 8.4

うち 正社員×パート等 1,204 3.2 2.9 10.5 21.4 18.8 13.8 10.2 3.2 2.1 13.8

うち 専業主婦（夫） 701 2.0 3.4 10.3 17.0 16.4 13.1 15.5 7.7 4.0 10.6

中高生等調査 2,642 5.4 8.3 11.5 13.4 13.5 10.3 13.5 8.1 4.8 11.2

うち 正社員×正社員 400 1.0 2.0 3.3 9.5 11.8 12.3 22.0 16.0 11.3 11.0

うち 正社員×パート等 1,127 2.8 2.8 8.5 17.0 17.9 13.8 16.1 7.6 3.6 9.8

うち 専業主婦（夫） 441 2.7 3.9 10.2 13.8 12.7 10.4 15.9 11.3 7.5 11.6

図表 7 父母の学歴別 可処分所得の区分                   （単位：％）

（n=） 
0～100

万円 

101 万円

～200 万

円 

201 万円

～300 万

円 

301 万円

～400 万

円 

401 万円

～500 万

円 

501 万円

～600 万

円 

601 万

円～800

万円 

801 万円

～1,000

万円 

1,001 万

円以上 
無回答

乳幼児調査 3,248 4.2 5.2 14.3 21.7 17.3 11.5 10.5 3.4 1.7 10.3

うち 高校等×高校等 945 4.2 6.3 21.8 24.9 18.0 7.8 3.5 0.6 0.3 12.5

うち 高校等×大学等 1,022 2.2 4.3 12.5 25.5 17.0 12.8 11.4 2.5 1.0 10.8

うち 大学等×大学等 1,040 2.4 1.9 8.8 16.7 19.6 15.3 17.7 7.3 3.9 6.3

小学生調査 2,889 4.7 6.3 10.7 16.6 15.5 12.4 12.1 5.5 3.3 12.9

うち 高校等×高校等 920 4.8 5.2 14.6 24.6 18.0 10.7 7.0 2.0 0.3 12.9

うち 高校等×大学等 857 1.4 2.1 8.5 16.5 19.3 14.0 16.1 5.8 2.8 13.5

うち 大学等×大学等 702 1.1 1.7 4.0 10.5 12.1 19.1 19.9 12.1 9.4 10.0

中高生等調査 2,642 5.4 8.3 11.5 13.4 13.5 10.3 13.5 8.1 4.8 11.2

うち 高校等×高校等 922 3.7 4.1 13.4 20.6 18.2 11.6 10.7 5.1 1.4 11.1

うち 高校等×大学等 754 2.4 3.2 7.2 11.5 14.7 13.3 19.8 11.5 6.8 9.7

うち 大学等×大学等 419 0.7 1.7 4.1 7.6 10.7 12.2 22.4 17.2 14.1 9.3
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図表 8 「貧困線」を下回る所得の世帯の割合 

11.1

13.1

15.6

13.1

78.6

73.6

72.3

75.1

10.3

13.3

12.1

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

(n=3,248)

小学生調査

(n=2,889)

中高生等調査

(n=2,642）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

貧困線以下の所得の世帯 貧困線以下の所得に該当しない世帯 無回答

11.1

53.1

13.1

49.4

15.6

48.2

13.1

49.4

0% 20% 40% 60%

市全体

ひとり親

市全体

ひとり親

市全体

ひとり親

市全体

ひとり親

乳
幼

児
小

学
生

中
高

生
等

（
参

考
）
無

作

為
抽

出
者

全
体

※ 国は，子どもの相対的貧困率（平成２４年は１６．３％）を公表していま
すが，これは子どもがいない世帯も対象として所得額（種別ごと）や控除額
等を詳細に聴取する調査（国民生活基礎調査（所得票））に基づいて算出した
ものです。一方，本市調査は，「相対的貧困率」の算出を目的としたものでは
なく，子どもがいる世帯を対象にその生活実態を幅広い観点から把握するた
めのものであり，国調査とは対象や算定方法が異なるため，調査結果から国
の相対的貧困率と比較し得る貧困率を算出することはできません。 

乳幼児 

小学生

中高生等

（参考）
無作為 
抽出者 
全体 
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ウ 住居の状況

・ 住居の状況については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「持家（購入マンション
含む）」の割合が最も高くなっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」では，「借家（賃貸マンション含む）」，
「公営住宅」の割合が全体と比較して高くなっています。

図表 9 現在の住居の状況 

54.6

16.3

33.3

71.0

22.6

38.8

71.7

28.2

39.2

65.1

24.3

37.2

14.8

1.4

7.5

5.3

1.9

9.7

9.5

2.9

8.6

9.5

2.0

8.8

8.2

13.1

28.3

36.9

36.4

14.5

37.1

25.3

13.2

36.4

30.4

19.2

36.8

30.6

47.5

8.7

30.0

18.6

8.1

24.0

20.3

7.8

20.6

16.1

8.2

23.4

18.3

13.1

5.6

7.5

5.6

3.9

6.3

5.8

3.7

5.9

4.9

4.5

6.3

5.4

9.8

1.5

1.9

0.8

0.6

0.3

0.3

0.8

0.2

0.0

1.0

0.5

0.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

中高生等 調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート

全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体

（n=183）

持家（購入マンション含む） 市営・府営住宅 借家（賃貸マンション含む）

親などの親族の持家 その他 無回答
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（２）保護者の基本属性 
ア 子どもから見た続柄，年齢，障害の有無

・ 回答者の続柄については，大半が「母親」になっています。
・ 保護者の年齢については，父親，母親のいずれも，乳幼児では「30 歳代」の割合が最
も高く，小学生，中高生等で「40歳代」の割合が最も高くなっています。 

・ 障害の有無については，「貧困線以下の所得の世帯」や「ひとり親世帯」の母親におい
て，「何らかの障害がある」割合がやや高くなっています。 

図表 10 回答者の続柄                    （単位：％）

母親 父親 祖母 祖父 本人 その他 無回答 

乳幼児調査 

（n=3,248） 
87.6 12.2 0.1 0.1 0.0 0.0 0.1

小学生調査 

（n=2,889） 
84.2 14.9 0.2 0.1 0.0 0.1 0.5

中高生等調査 

（n=2,642） 
82.2 16.4 0.3 0.0 0.3 0.2 0.6

（参考）無作為抽出アンケート 

全体（n=8,779） 
84.9 14.3 0.2 0.1 0.1 0.1 0.4

（参考）施策対象者アンケート 

全体（n=183） 
94.0 3.8 1.1 0.0 0.0 0.0 1.1

図表 11 保護者の年齢 

＜父親＞                               ＜母親＞          

12.2

1.0

0.0

4.9

64.2

36.1

5.5

37.6

21.2

57.9

68.5

47.3

0.1

3.8

24.1

8.4

0.0

0.0

0.2

0.1

2.3

1.1

1.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,234）

小学生調査

（n=2,822）

中高生等調査

（n=2,555）

（参考）無作為抽出

アンケート全体

（n=8,611）

20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代以上 無回答

8.3

0.5

0.0

3.5

56.1

24.6

2.8

31.0

30.1

60.6

52.7

46.3

2.7

12.1

38.9

15.8

0.3

0.7

3.7

1.4

2.4

1.5

2.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査
(n=3,083)

小学生調査
(n=2,528)

中高生等調査

(n=2,177）

（参考）無作為抽出

アンケート全体

（n=7,788）

20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代以上 無回答
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図表 12 保護者の障害の有無 

＜父親＞                                                         （単位：％）

特
に
な
い

何
ら
か
の
障
害
が
あ
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答身

体
障
害

知
的
障
害

発
達
障
害

精
神
障
害

難
病
等

そ
の
他
の
障
害

乳幼児調査 

（n=3,083） 
95.2 2.0 0.6 0.1 0.2 0.7 0.4 0.1 0.3 2.6

うち  貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=274） 
90.9 4.4 1.5 0.4 0.4 2.2 0.0 0.0 0.0 4.7

小学生調査 

（n=2,528） 
96.4 2.0 0.9 0.0 0.1 0.4 0.4 0.2 0.4 1.3

うち  貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=205） 
93.2 4.4 1.0 0.0 0.0 2.4 0.0 1.0 0.5 2.0

中高生等調査 

（n=2,177） 
95.1 2.3 1.0 0.0 0.1 0.4 0.4 0.4 0.5 2.2

うち  貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=188） 
88.8 6.4 2.7 0.0 0.0 2.1 0.5 1.1 0.5 4.3

（参考）無作為抽出 

アンケート全体（n=7,788） 
95.5 2.1 0.8 0.1 0.1 0.5 0.4 0.2 0.3 2.0

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=667） 
91.0 4.9 1.6 0.1 0.1 2.2 0.1 0.6 0.3 3.7

 ※ ひとり親世帯及び施策対象者アンケートについては，父親の標本数が少ないため掲載していない。 
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＜母親＞                                                         （単位：％）

特
に
な
い

何
ら
か
の
障
害
が
あ
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答身

体
障
害

知
的
障
害

発
達
障
害

精
神
障
害

難
病
等

そ
の
他
の
障
害

乳幼児調査 

（n=3,234） 
95.9 1.9 0.4 0.1 0.2 0.6 0.4 0.1 0.4 1.8

うち  ひとり親世帯 

（乳幼児）（n=154） 
89.6 5.8 1.9 1.3 0.6 1.3 0.0 0.6 3.2 1.3

うち  貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=355） 
95.2 2.5 0.0 0.8 0.0 1.1 0.3 0.3 0.6 1.7

小学生調査 

（n=2,822） 
95.9 2.7 0.4 0.0 0.2 1.0 0.9 0.1 0.5 1.0

うち  ひとり親世帯 

（小学生）（n=318） 
88.1 9.1 0.6 0.0 0.0 5.3 2.5 0.6 1.6 1.3

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=366） 
91.8 5.7 0.8 0.0 0.3 2.2 2.2 0.3 1.4 1.1

中高生等調査 

（n=2,555） 
94.3 3.4 0.9 0.0 0.2 1.1 0.8 0.5 0.5 1.7

うち ひとり親世帯 

（中高生等）（n=421） 
88.4 7.8 1.2 0.0 0.5 3.8 1.0 1.4 1.0 2.9

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=400） 
89.8 5.8 0.5 0.0 0.3 2.5 1.8 0.8 1.8 2.8

（参考）無作為抽出 

アンケート全体（n=8,611） 
95.4 2.6 0.6 0.1 0.2 0.9 0.7 0.2 0.5 1.5

（参考）ひとり親世帯全体 

（n=893） 
88.5 8.0 1.1 0.2 0.3 3.9 1.3 1.0 1.6 2.0

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,121） 
92.1 4.7 0.4 0.3 0.2 2.0 1.4 0.4 1.2 1.9

（参考）施策対象者 

アンケート全体（n=172） 
89.0 7.0 0.6 0..0 0.6 5.2 0.0 1.7 2.3 1.7
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イ 保護者の最終学歴 

・ 父親の最終学歴は，子どもの年齢に関わらず「大学・大学院卒業」が最も高く，次いで
「高校等卒業」となっています。 
・ 母親の最終学歴については，乳幼児は「大学・大学院卒業」が，小学生と中高生等は「高
専,短大,専門学校等卒業」が最も高くなっており，次いで乳幼児は「高専,短大,専門学校
等卒業」，小学生は「大学・大学院卒業」，中高生等は「高校等卒業」が高くなっています。 
・ 「ひとり親世帯」の母親及び「貧困線以下の所得の世帯」については，乳幼児，小学生，
中高生等のいずれも「高校等卒業」の割合が最も高くなっています。

図表 13 保護者の最終学歴 

＜父親＞                            ＜母親＞ 

※ ひとり親世帯及び施策対象者アンケートでの父親の標本数が少ないため，＜父親＞のグラフに掲載していない。

25.0

43.1

28.2

51.7

34.5

49.5

28.7

47.5

15.5

18.6

15.1

19.5

14.0

17.6

14.9

18.6

56.7

33.6

55.5

27.8

49.7

28.7

54.4

30.4

0.5

1.8

0.3

0.0

0.3

0.5

0.4

0.9

2.2

2.9

0.9

1.0

1.5

3.7

1.6

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

(n=3,083)

うち 貧困線以下の世帯

（乳幼児）(n=247)

小学生調査
(n=2,528)

うち 貧困線以下の世帯

（小学生）(n=205)

中高生等調査

(n=2,177）

うち 貧困線以下の世帯

（中高生等）(n=188）

（参考）無作為抽出

アンケート全体

（n=7,788）
（参考）貧困線以下の

世帯全体（n=667）

高校等卒業 高専,短大,専門学校等卒業

大学・大学院卒業 その他

無回答

19.5

46.8

33.8

25.2

46.5

47.8

32.0

45.1

44.8

25.1

45.9

42.3

55.8 

35.1

26.6

33.8

40.9

33.6

35.2

43.4

37.8

41.8

39.5

34.4

37.1

30.8 

43.4

24.7

31.3

33.1

19.5

16.1

23.2

15.7

11.8

34.0

18.6

19.4

11.0 

0.4

1.3

0.3

0.4

0.3

0.5

0.4

0.2

1.0

0.4

0.4

0.6

0.0 

1.6

0.6

0.8

0.5

0.0

0.3

1.0

1.2

0.8

1.0

0.7

0.6

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,234）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=154）

うち 貧困線以下の世帯

（乳幼児）（n=355）

小学生調査

（n=2,822）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=318）

うち 貧困線以下の世帯

（小学生）（n=366）

中高生等調査

（n=2,555）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=421）

うち 貧困線以下の世帯

（中高生等）（n=400）

（参考）無作為抽出

アンケート全体

（n=8,611）
（参考）ひとり親世帯

全体（n=893）

（参考）貧困線以下の

世帯全体（n=1,121）

（参考）施策対象者

アンケート全体

（n=172）

高校等卒業 高専,短大,専門学校等卒業

大学・大学院卒業 その他

無回答
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（３）子どもの基本属性
ア 子どもの性別，障害の有無 

・ 子どもの性別はおおむね同割合となっています。 
・ 障害の有無については，何らかの障害がある子どもが，乳幼児2.8%，小学生 6.0%，
中高生等 6.1%となっています。 

図表 14 対象となる子どもの性別 

50.8

51.5

50.2

50.8

47.0

48.0

48.3

49.2

48.4

51.9

1.2

0.3

0.6

0.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

小学生調査

（n=2,889）

中高生等調査

（n=2,642）

（参考）無作為抽出

アンケート全体

（n=8,779）

（参考）施策対象者

アンケート全体

（n=183）

男 女 無回答
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図表 15 対象となる子どもの障害の有無              （単位：％） 

特
に
な
い

何
ら
か
の
障
害
が
あ
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答身

体
障
害

知
的
障
害

発
達
障
害

精
神
障
害

難
病
等

そ
の
他
の
障
害

乳幼児調査 
（n=3,248） 

94.0 2.8 0.3 0.7 1.6 0.0 0.4 0.4 1.7 1.5

うち ひとり親世帯 
（乳幼児）（n=160） 

94.4 1.9 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.6 2.5 1.3

うち 貧困線以下の所得
の世帯（乳幼児）（n=360）

95.8 2.5 0.3 0.3 1.1 0.0 0.6 0.8 0.6 1.1

小学生調査 
（n=2,889） 

91.9 6.0 0.6 1.8 4.4 0.6 0.3 0.6 1.2 0.9

 うち ひとり親世帯 

（小学生）（n=350） 
88.6 7.4 0.9 1.7 6.6 0.6 0.3 0.9 3.1 0.9

 うち 貧困線以下の所得 

 の世帯（小学生）（n=379）
91.3 4.7 0.3 0.5 4.2 0.5 0.3 0.5 2.1 1.8

中高生等調査 
（n=2,642） 

92.2 6.1 0.6 1.7 3.5 0.5 0.4 0.7 0.7 1.0

 うち ひとり親世帯 

（中高生等）（n=475） 
89.5 8.0 0.8 1.1 4.6 0.8 0.4 1.7 1.7 0.8

 うち 貧困線以下の所得 

 の世帯（中高生等） 
 （n=411） 

91.0 6.6 0.7 1.2 3.9 0.7 0.2 1.2 1.5 1.0

（参考）無作為抽出 
アンケート全体（n=8,779）

92.8 4.8 0.5 1.4 3.2 0.4 0.4 0.6 1.3 1.2

（参考）ひとり親世帯全体
（n=985） 

89.9 6.8 0.7 1.1 4.8 0.6 0.3 1.2 2.3 0.9

（参考）貧困線以下の所得
の世帯全体（n=1,150） 

92.6 4.7 0.4 0.7 3.1 0.4 0.3 0.9 1.4 1.3

（参考）施策対象者 
アンケート全体（n=183） 

87.1 9.1 0.0 2.7 4.8 0.5 0.0 1.1 2.2 1.6
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イ 平日日中の保育等の利用状況【乳幼児のみ】

・ 平日日中の保育等の利用状況については，「保育園（所）」が 39.3％と最も高く，次い
で「利用していない」が 29.6％，「幼稚園」が 18.7％となっています。 

・ 年齢別にみると，「０歳」では「利用していない」が 76.4％であるのに対し，５歳では
「保育園（所）」が49.0％，「幼稚園」が 38.8％，となっています。 

・ 「ひとり親世帯」，「貧困線以下の所得の世帯」では，「保育園（所）」の利用率が全体と
比較して高くなっています。 

図表 16 平日日中の保育等の利用状況                （単位：％）

幼
稚
園

幼
稚
園
＋
預
か
り
保
育

保
育
園
（（所
）

認
定
こ
ど
も
園

小
規
模
保
育

事
業
所
内
保
育
施
設

認
可
外
保
育
施
設

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

そ
の
他

利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

乳幼児 
(n=3,248） 

18.7 3.0 39.3 4.0 1.2 0.5 0.9 0.1 2.6 29.6 1.5

 うち 0 歳 
 (n=585） 

0.5 0.0 18.5 0.7 1.7 0.3 0.0 0.0 1.0 76.4 1.0

 うち 1 歳 

 (n=611） 
0.3 0.3 39.9 3.4 2.0 1.5 2.5 0.2 3.8 46.8 0.0

 うち 2 歳 

 (n=579） 
7.8 0.7 42.3 5.5 2.4 0.9 1.4 0.2 6.0 33.2 0.5

 うち 3 歳 

 (n=505） 
35.2 5.9 49.1 5.0 0.2 0.0 0.4 0.0 1.2 4.8 0.6

 うち 4 歳 

 (n=459） 
43.8 5.9 44.0 5.7 0.2 0.2 0.2 0.2 2.2 0.7 0.2

 うち 5 歳 

 (n=449） 
38.8 7.8 49.0 4.7 0.2 0.0 0.4 0.0 0.9 0.4 0.2

（参考）ひとり親世帯
(n=160） 

9.4 1.9 65.0 8.1 1.9 0.6 0.6 0.0 0.6 10.6 1.3

（参考）貧困線以下
の所得の世帯 
（n=360) 

12.8 2.8 45.8 5.3 1.7 0.6 0.8 0.0 1.7 28.1 0.8
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ウ 学校教育機関等の在籍状況【小学生・中高生等のみ】

・ 学校教育機関等の在籍状況について，小学生では「市立小学校」の割合が最も高くなっ
ています。 
・ 中学では「市立中学校」の割合が，「国立・府立中学校」や「私立中学校」と比べ，突
出して高くなっていますが，高校では「私立高等学校」が「国立・府立高等学校」と並ん
で高い割合を占めています。 

図表 17 学校教育機関等の在籍状況（小学生ｎ=2,889） 

図表 18 学校教育機関等の在籍状況（中高生等 n=2,642） 

91.2

2.0

5.8

0.5

0.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市立小学校

国立小学校

私立小学校

特別支援学校(総合支援学校)

その他

無回答

33.7

1.4

7.4

9.8

18.2

25.4

1.5

0.1

0.3

0.1

0.2

0.1

0.4

1.4

0% 20% 40%

市立中学校

国立･府立中学校

私立中学校

市立高等学校

国立･府立高等学校

私立高等学校

特別支援学校(総合支援学校)

専修学校･各種学校

その他教育機関

進学等準備中

学校等を既に卒業等しており,
現在は就業中

学校等を既に卒業等しており,
現在は無職等

その他

無回答
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 ２ 世帯の生活状況
（１）保護者の就労状況
ア 就業状況（仕事の有無，職業，今後の就業意向）

・ 保護者の仕事の有無については，父親は「している」が大半を占めています。母親は，
「している」が乳幼児 49.3％，小学生 67.9%，中高生等 72.0％となっている一方で，
「ひとり親世帯」の母親は，乳幼児 71.4%，小学生 81.1%，中高生等 75.1%と，特に
乳幼児において全体と比較して割合が高くなっています。 

・ 就労形態については，父親は「正社員・正規職員」が 80％前後となっているのに対し，
母親では，乳幼児は「正社員・正規職員」が 46.4%，小学生，中高生等は「パート・ア
ルバイト」が 53.7%と高くなっています。 

・ 「貧困線以下の所得の世帯」の父親については，「正社員・正規職員」の割合が全体と
比較して低くなっている一方で，「自営業主」の割合が高くなっています。また，「ひと
り親世帯」の母親については，小学生，中高生等において「正社員・正規職員」の割合
が全体と比較して高くなっている一方で，「貧困線以下の所得の世帯」の母親については，
「正社員・正規職員」の割合が全体と比較して低くなっています。 

・ 保護者の最終学歴別の就労状況について，父親では，乳幼児，小学生，中高生等とも大
学卒業等では「正社員･正規職員」が大半を占めています。また，母親については，乳幼
児の「大学卒業等」を除いて，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「パート・アルバ
イト，派遣等」の割合が高くなっています。 

・ 現在就労していない保護者の今後の就労意向については，父親，母親のいずれも「今は
働いていないがそのうち働きたい」の割合が最も高くなっています。 
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図表 19 保護者の就労状況 

＜父親＞                        ＜母親＞ 

※ ひとり親世帯及び施策対象者アンケートでの父親の標本数が少ないため，＜父親＞のグラフに掲載していない。

95.9

86.5

95.3

83.9

94.3

84.6

95.2

85.2

38.5

1.7

5.1

1.9

6.3

2.4

4.8

2.0

5.4

0.0

0.2

0.0

0.1

0.5

0.1

0.0

0.1

0.1

0.0

1.5

7.3

1.6

7.8

1.8

8.5

1.6

7.8

53.8

0.8

1.1

1.1

1.5

1.3

2.1

1.0

1.5

7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査
(n=3,083)

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）(n=247)

小学生調査

(n=2,528)

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）(n=205)

中高生等調査

(n=2,177）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）(n=188）

（参考）無作為抽出

アンケート全体

（n=7,788）
（参考）貧困線以下の

所得の世帯全体（n=667）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=13）

している(1つの仕事) している(複数の仕事)

育児等で休業中 していない

無回答

49.3

71.4

55.8

67.9

81.1

74.9

72.0

75.1

70.0

62.1

76.6

67.1

71.5

1.9

3.2

4.2

3.9

4.1

4.6

6.4

10.2

10.0

3.9

6.8

6.4

7.0

9.7

5.2

8.7

1.5

1.6

1.9

0.4

0.2

0.3

4.2

1.6

3.5

1.7

38.6

18.8

30.4

26.2

12.3

17.8

20.3

13.8

19.8

29.1

14.1

22.5

19.2

0.5

1.3

0.8

0.5

0.9

0.8

0.9

0.7

0.0

0.6

0.9

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,234）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=154）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=355）

小学生調査

（n=2,822）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=318）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=366）

中高生等調査

（n=2,555）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=421）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=400）

（参考）無作為抽出

アンケート全体

（n=8,611）
（参考）ひとり親世帯全体

（n=893）

（参考）貧困線以下の

所得の世帯全体（n=1,121）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=172）

している(1つの仕事) している(複数の仕事)

育児等で休業中 していない

無回答
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図表 20 保護者の就労形態 

＜父親＞                                                             （単位：％）

正社員･

正規職員

パート･ア

ルバイト

嘱託･契約社

員･準社員･

臨時職員

人材派遣

会社の 

派遣社員

自営業主
自家営業

の手伝い
その他 無回答 

乳幼児調査 
（n=3,013） 81.9 1.9 2.4 0.2 10.7 1.1 1.0 2.2

うち 貧困線以下の所得
の世帯（乳幼児）（n=251）

52.6 6.0 3.6 0.4 33.9 3.2 3.2 1.6

小学生調査 
（n=2,460） 80.4 1.6 2.4 0.1 14.7 0.9 1.1 0.4

うち 貧困線以下の 
所得の世帯（小学生）
（n=186）

46.8 5.4 5.9 0.0 41.4 1.6 2.7 1.6

中高生等調査 
（n=2,108) 76.4 1.9 2.9 0.3 16.7 1.3 1.6 0.9

うち 貧困線以下の 
所得の世帯（中高生等）
（n=168）

44.6 8.9 4.8 1.8 38.7 4.2 1.8 0.0

（参考）無作為抽出 
アンケート全体(n=7,581) 79.9 1.8 2.5 0.2 13.6 1.1 1.2 1.3

（参考）貧困線以下の 
所得の世帯全体（n=605） 48.6 6.6 4.6 0.7 37.5 3.0 2.6 1.2

※ ひとり親世帯及び施策対象者アンケートについては，父親の標本数が少ないため掲載していない。 

＜母親＞                                                             （単位：％）

正社員･

正規職員

パート･ア

ルバイト

嘱託･契約社

員･準社員･

臨時職員

人材派遣

会社の 

派遣社員

自営業主
自家営業

の手伝い
その他 無回答 

乳幼児調査 
（n=1,969） 46.4 33.3 6.1 2.3 5.2 5.3 2.0 1.1

うち ひとり親世帯 
（乳幼児）（n=123） 

41.5 42.3 8.1 3.3 4.1 0.0 2.4 0.0

うち 貧困線以下の 
所得の世帯（乳幼児）
（n=244） 

24.6 42.6 8.2 3.3 6.6 12.7 3.3 0.8

小学生調査 
（n=2,069） 28.4 53.7 5.3 2.5 3.2 6.8 2.4 0.3

うち ひとり親世帯 
 （小学生）（n=276） 

41.7 44.2 8.3 3.6 2.9 0.7 0.7 0.0

うち 貧困線以下の 
所得の世帯（小学生）
（n=298）

22.1 56.4 7.0 2.0 4.4 10.1 2.0 0.0

中高生等調査 
（n=2,012) 26.1 53.7 7.6 2.4 3.9 7.8 2.1 0.4

うち ひとり親世帯 
 （中高生等 n=360） 

39.2 41.1 11.4 3.1 6.7 2.2 0.6 0.6

うち 貧困線以下の 
所得の世帯（中高生等）
（n=321）

15.6 60.1 7.8 4.4 5.9 9.0 3.1 0.6

（参考）無作為抽出 
アンケート全体(n=6,050) 33.5 47.1 6.3 2.4 4.1 6.7 2.2 0.6

（参考）ひとり親世帯全体
（n=759） 40.4 42.4 9.7 3.3 4.9 1.3 0.9 0.3

（参考）貧困線以下の 
所得の世帯全体（n=863） 20.4 53.9 7.6 3.2 5.6 10.4 2.8 0.5

（参考）施策対象者 
アンケート全体（n=138） 

16.7 65.9 8.0 2.2 8.7 0.0 2.2 0.7
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図表 21 学歴別 保護者の就労形態 

                ＜父親＞         （単位：％）                  ＜母親＞         （単位：％）

(n=)

正
社
員･

正
規
職
員

パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト
，

派
遣
等

自
営
業

そ
の
他

無
回
答

(n=)

正
社
員･

正
規
職
員

パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト
，

派
遣
等

自
営
業

そ
の
他

無
回
答

乳幼児調査 3,013 81.9 5.6 10.7 1.0 2.2 乳幼児調査 1,969 46.4 47.1 5.2 2.0 1.1

うち 中学卒業 115 55.7 12.2 29.6 1.7 1.7 うち 中学卒業 62 19.4 72.6 4.8 4.8 1.6

うち 高校卒業等 1,104 78.1 5.6 14.4 1.0 2.0 うち 高校卒業等 956 40.3 54.0 4.5 1.9 1.2

うち 大学卒業等 1,719 86.6 4.8 6.7 0.8 2.3 うち 大学卒業等 912 55.2 37.4 6.1 2.1 1.0

小学生調査 2,460 80.4 5.0 14.7 1.1 0.4 小学生調査 2,069 28.4 68.3 3.2 2.4 0.3

うち 中学卒業 83 54.2 9.6 37.3 2.4 0.0 うち 中学卒業 59 11.9 89.8 5.1 0.0 0.0

うち 高校卒業等 971 76.5 4.9 18.5 0.6 0.6 うち 高校卒業等 1,339 24.4 73.3 2.4 2.2 0.3

うち 大学卒業等 1,381 84.8 4.7 10.6 1.3 0.4 うち 大学卒業等 659 38.1 56.4 4.6 2.7 0.5

中高生等調査 2,108 76.4 6.5 16.7 1.6 0.9 中高生等調査 2,012 26.1 71.5 3.9 2.1 0.4

うち 中学卒業 108 49.1 13.0 35.2 2.8 2.8 うち 中学卒業 60 11.7 80.0 5.0 3.3 3.3

うち 高校卒業等 916 72.3 7.1 20.2 0.8 0.7 うち 高校卒業等 1,483 24.2 74.1 3.7 1.8 0.3

うち 大学卒業等 1,056 83.4 5.5 11.3 1.9 0.8 うち 大学卒業等 446 34.3 61.4 4.7 2.9 0.7
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図表 22 就労していない保護者の今後の就労意向 

   ＜父親＞                           ＜母親＞ 

※ひとり親世帯，貧困線以下の所得の世帯，施策対象者アンケートについては，標本数が少ないため，掲載していない。 

28.9

46.7

2.2

17.8

4.4

22.0

46.3

4.9

19.5

7.3

25.0

22.5

12.5

37.5

2.5

25.4

38.9

6.3

24.6

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今すぐ働きたい

今は働いていないが

そのうち働きたい

働きたいと思わない

働けない

無回答

乳幼児調査

（n=45）
小学生調査

（n=41）

中高生等調査

（n=40)
（参考）無作為抽出

アンケート全体(n=126)

4.1

81.1

9.5

3.5

1.8

5.5

69.9

17.0

5.8

1.8

6.4

53.2

23.3

15.8

1.3

5.0

72.0

14.6

6.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今すぐ働きたい

今は働いていないが

そのうち働きたい

働きたいと思わない

働けない

無回答

乳幼児調査

（n=1,248）
小学生調査

（n=740）

中高生等調査

（n=519)
（参考）無作為抽出

アンケート全体(n=2,507)
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イ 勤務状況（日数，出勤時間，帰宅時間，労働時間）

・ 保護者の就労日数については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも父親，母親ともに，
「５日」の割合が最も高くなっていますが，母親は父親と比べ，「６日以上」の割合が低
くなっています。 

・ 「貧困線以下の所得の世帯」の父親の就労日数については，全体と比較して「６日以上」
の割合が高くなっています。 

・ 家を出る時間は，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも父親は「～７時台」の割合が最
も高くなっていますが，母親は「８時台」の割合が最も高くなっています。 

・ 帰宅時間は，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも，父親は「22時以降」が最も高く，
「19時台」，「20時台」，「21時台」もおおむね同割合となっていますが，母親は「15～
16時台」，「17時台」，「18時台」の割合が高くなっています。 

・ １週間当たりの就労時間については，父親は「40～50時間未満」の割合が最も高く，
次いで「60時間以上」，「50～60時間未満」，となっています。母親については，ばらつ
きがあり，「20 時間未満」，「20～30 時間未満」，「30～40 時間未満」，「40～50 時間未
満」の割合が高くなっています。 

・ ひとり親世帯の母親については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも帰宅時間「18
時台」以降の割合が全体と比較して高くなっており，就労時間「40 時間以上」の割合も
全体と比較しておおむね高くなっています。 
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図表 23 保護者の就労日数 

＜父親＞                              ＜母親＞ 

※ ひとり親世帯及び施策対象者アンケートでの父親の標本数が少ないため，＜父親＞のグラフに掲載していない。 

0.7

1.2

0.2

0.5

0.3

0.0

0.4

0.7

0.8

2.0

0.2

2.2

0.7

0.6

0.8

1.7

0.7

1.6

0.7

1.6

1.0

0.6

0.8

1.3

61.4

40.6

57.8

27.6

56.5

41.7

58.8

36.9

28.7

46.2

31.6

62.2

36.7

51.2

32.8

52.5

7.7

8.4

2.8

5.9

4.8

6.0

6.4

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,007）

うち貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=251）

小学生調査

（n=2,458）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=185）

中高生等調査

（n=2,106)

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=168)

（参考）無作為抽出アンケート

全体(n=7,5７1)

（参考）貧困線以下の

所得の世帯全体（n=604）

２日以下 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

5.0

0.9

1.4

8.7

1.5

4.1

5.3

0.8

2.2

6.4

1.1

2.7

2.2

8.8

2.6
7.5

13.9

4.1
8.6

11.0

3.3
9.1

11.4

3.5
8.5

7.2

13.1

14.8

15.5

16.0

9.6

15.1

15.3

7.8

11.9

14.9

9.5

14.0

18.1

61.1

65.2

56.8

48.4

64.2

54.0

51.6

63.2

52.2

53.2

63.9

54.0

54.3

8.8

15.7

17.8

10.4

18.1

16.5

14.1

22.6

22.2

11.2

19.9

19.1

10.1

3.3

0.9

0.9

2.6

2.6

1.7

2.7

2.2

2.5

2.8

2.1

1.8

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=1,656）
うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=115）
うち貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=213）

小学生調査

（n=2,027）
うち ひとり親世帯

（小学生）（n=271）
うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=291）

中高生等調査

（n=2,003)
うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=359）
うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=320)

（参考）無作為抽出アンケート

全体(n=5,686)
（参考）ひとり親世帯全体

（n=745）
（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=824）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=138）

２日以下 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答
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図表 24 保護者の家を出る時間 

＜父親＞                                                          （単位：％）

～７時台 ８時台 ９時台 10 時台 11 時台 12 時以降 無回答 

乳幼児調査 

（n=3,013） 
48.7 29.6 8.1 1.6 0.6 2.1 9.3

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=251） 
38.6 24.3 15.5 2.8 1.6 5.6 11.6

小学生調査 

（n=2,460） 
50.9 29.3 7.5 1.6 0.6 2.0 8.1

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=185） 
43.8 23.8 13.5 4.3 1.6 4.3 8.6

中高生等調査 

（n=2,108) 
54.6 27.4 6.5 1.7 0.5 2.0 7.3

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=168) 
47.6 22.0 8.9 4.2 1.8 3.6 11.9

（参考）無作為抽出 

アンケート全体(n=7,581) 
51.0 28.9 7.4 1.6 0.6 2.1 8.4

（参考）貧困線以下の所得

の世帯全体（n=604） 
42.7 23.5 13.1 3.6 1.7 4.6 10.8

 ※ ひとり親世帯及び施策対象者アンケートについては，父親の標本数が少ないため掲載していない。 

＜母親＞                                                          （単位：％）

～７時台 ８時台 ９時台 10 時台 11 時台 12 時以降 無回答 

乳幼児調査 

（n=1,656） 
19.0 45.5 20.4 6.0 1.0 2.1 6.0

 うち ひとり親世帯 

 （乳幼児）（n=115） 
27.8 40.9 20.0 5.2 1.7 1.7 2.6

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=213） 
16.0 40.4 22.5 12.7 1.4 3.8 3.3

小学生調査 

（n=2,027） 
11.7 45.5 26.8 6.9 1.1 2.5 5.6

 うち ひとり親世帯 

 （小学生）（n=271） 
17.0 49.8 21.8 5.9 0.7 1.8 3.0

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=291） 
9.6 47.1 27.1 8.9 1.0 2.7 3.4

中高生等調査 

（n=2,003) 
14.5 43.8 22.2 6.7 1.6 4.8 6.3

 うち ひとり親世帯 

 （中高生等）（n=359） 
20.1 49.3 15.9 4.5 1.1 4.2 5.0

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=320) 
14.7 44.1 22.5 5.9 2.2 5.3 5.3

（参考）無作為抽出 

アンケート全体(n=5,686) 
14.8 44.9 23.3 6.6 1.3 3.2 6.0

（参考）ひとり親世帯 

全体（n=745） 
20.1 48.2 18.7 5.1 1.1 3.0 3.9

（参考）貧困線以下の所得

の世帯全体（n=824） 
13.2 44.2 24.2 8.7 1.6 4.0 4.1

（参考）施策対象者 

アンケート全体（n=138） 
8.0 49.3 23.9 5.8 1.4 2.2 9.4
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図表 25 保護者の帰宅時間 

＜父親＞                                                              （単位：％）

～11

時台

12～14

時台 

15～16

時台 
17 時台 18 時台 19 時台 20 時台 21 時台

22 時 

以降 
無回答

乳幼児調査 
（n=3,013） 0.1 0.3 0.9 3.3 10.9 17.4 18.8 17.6 20.7 10.0

うち 貧困線以下の所得
の世帯（乳幼児（n=251） 

0.0 0.4 1.6 4.8 10.8 21.9 18.7 8.8 21.1 12.0

小学生調査 
（n=2,460） 0.6 0.7 0.6 2.9 10.9 17.2 18.7 16.8 23.1 8.6

うち 貧困線以下の所得
の世帯（小学生）（n=185）

0.0 1.1 0.5 6.5 17.8 17.8 16.2 9.2 21.6 9.2

中高生等調査 
（n=2,108) 0.1 0.8 1.0 3.9 11.7 20.2 19.8 14.4 20.3 7.6

うち 貧困線以下の所得
の世帯（中高生等）
（n=168) 

0.6 1.2 3.6 7.7 19.0 16.1 16.7 6.0 17.3 11.9

（参考）無作為抽出アンケ
ート全体(n=7,581) 0.3 0.6 0.8 3.3 11.1 18.1 19.0 16.4 21.4 8.9

（参考）貧困線以下の 
所得の世帯全体（n=604） 0.2 0.8 1.8 6.1 15.2 19.0 17.4 8.1 20.2 11.1

※ ひとり親世帯及び施策対象者アンケートについては，父親の標本数が少ないため掲載していない。

＜母親＞                                                              （単位：％）

～11

時台

12～14

時台 

15～16

時台 
17 時台 18 時台 19 時台 20 時台 21 時台

22 時 

以降 
無回答

乳幼児調査 
（n=1,656） 0.2 6.8 17.0 24.6 29.8 10.3 2.6 1.1 1.2 6.3

 うち ひとり親世帯 
 （乳幼児）（n=115） 

0.0 1.7 15.7 15.7 41.7 15.7 5.2 1.7 0.0 2.6

うち 貧困線以下の所得
の世帯（乳幼児）（n=213）

0.5 6.6 20.7 26.3 24.4 9.4 4.2 0.5 4.2 3.3

小学生調査 
（n=2,027） 0.5 15.7 22.4 16.6 21.1 10.6 3.7 1.8 1.9 5.7

 うち ひとり親世帯 
 （小学生）（n=271） 

0.7 3.0 15.1 14.4 30.3 19.2 7.7 3.0 3.3 3.3

うち 貧困線以下の所得
の世帯（小学生）（n=291）

0.3 7.2 24.1 16.5 25.4 12.4 5.2 1.4 3.8 3.8

中高生等調査 
（n=2,003) 0.5 11.6 16.7 16.0 23.2 13.6 7.0 2.2 2.7 6.3

 うち ひとり親世帯 
 （中高生等）（n=359） 

0.6 3.6 5.6 12.3 30.9 18.7 13.6 4.5 5.0 5.3

うち 貧困線以下の所得
の世帯（中高生等）
（n=320) 

0.6 10.0 12.5 11.9 27.8 14.7 8.4 3.1 5.3 5.6

（参考）無作為抽出 
アンケート全体(n=5,686) 0.4 11.6 18.0 17.7 24.1 12.5 5.4 1.9 2.2 6.2

（参考）ひとり親世帯 
全体（n=745） 

0.5 3.1 10.6 13.6 32.3 18.4 10.2 3.5 3.6 4.2

（参考）貧困線以下の 
所得の世帯全体（n=824） 0.5 8.1 18.7 17.2 26.1 12.5 6.2 1.8 4.5 4.4

（参考）施策対象者 
アンケート全体（n=138） 0.0 7.2 15.9 19.6 25.4 10.9 7.2 1.4 2.9 9.4
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図表 26 保護者の１週間当たりの就労時間 

＜父親＞                                                           （単位：％）

20 時間 

未満 

20～30 時間

未満 

30～40 時間

未満 

40～50 時間

未満 

50～60 時間

未満 

60 時間 

以上 
無回答 

乳幼児調査 

（n=3,013） 
0.6 0.8 2.8 33.4 20.5 25.5 16.4

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=251） 
0.8 2.8 2.8 33.9 17.9 25.5 16.3

小学生調査 

（n=2,460） 
1.2 0.7 2.3 30.0 21.7 28.2 15.9

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=185） 
2.2 1.6 2.7 26.5 9.2 37.8 20.0

中高生等調査 

（n=2,108) 
0.4 0.7 3.6 36.0 18.6 26.7 13.9

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=168) 
0.0 3.0 6.5 32.7 11.3 31.0 15.5

※ ひとり親世帯及び施策対象者アンケートについては，父親の標本数が少ないため掲載していない。 

＜母親＞                                                          （単位：％）

20 時間 

未満 

20～30 時間

未満 

30～40 時間

未満 

40～50 時間

未満 

50～60 時間

未満 

60 時間 

以上 
無回答 

乳幼児調査 

（n=1,656） 
13.6 18.8 27.1 26.9 3.6 2.1 7.9

 うち ひとり親世帯 

 （乳幼児）（n=115） 
4.3 18.3 29.6 39.1 2.6 4.3 1.7

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=213） 
10.8 27.2 23.9 24.9 2.3 6.1 4.7

小学生調査 

（n=2,027） 
24.6 21.3 18.2 22.6 4.0 2.4 6.8

 うち ひとり親世帯 

 （小学生）（n=271） 
5.5 12.2 25.8 37.3 8.1 4.1 7.0

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=291） 
14.4 18.2 24.4 27.8 4.1 4.1 6.9

中高生等調査 

（n=2,003) 
17.5 24.4 16.9 27.7 4.8 2.6 6.1

 うち ひとり親世帯 

 （中高生等）（n=359） 
3.9 12.3 22.3 43.2 7.8 3.9 6.7

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=320) 
11.9 23.1 18.4 30.6 3.8 5.6 6.6

（参考）無作為抽出 

アンケート全体(n=5,686) 
18.9 21.7 20.3 25.6 4.2 2.4 6.9

（参考）ひとり親世帯 

全体（n=745）
4.6 13.2 24.7 40.4 7.1 4.0 6.0

（参考）貧困線以下の 

所得の世帯全体（n=824）
12.5 22.5 22.0 28.2 3.5 5.2 6.2

（参考）施策対象者 

アンケート全体（n=138）
13.8 16.7 27.5 26.8 5.8 1.4 8.0
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（２）暮らし向きに関する認識
・ 暮らし向きに関する認識については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも，おおむね
同じ傾向となっており，「普通」の割合が最も高く，次いで「やや苦しい」となっていま
す。  
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」では，「やや苦しい」，「大変苦しい」
の割合が全体よりも高くなっています。 

図表 27 暮らし向きに関する認識 
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うち ひとり親世帯
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うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=379）

中高生調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=183）

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 大変苦しい 無回答
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（３）各種料金未払い等の状況
・ 滞納・未払い経験の有無については，「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」
において，滞納や未払いの経験のある世帯が全体と比較して高い割合となっています。 

図表 28 滞納・未払いの経験の有無（「あった」とする割合のみ） 

＜家賃・住宅ローンの滞納＞            ＜電気料金・ガス料金・水道料金の未払い＞ 
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（中高生等）（n=475）
うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）
（参考）ひとり親世帯全体

（n=985）
（参考）貧困線以下の所得の
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（参考）施策対象者
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＜電話料金の未払い＞            ＜その他の債務不履行・滞納・未払い＞ 
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 ３ 子どもの状況について
（１）子どもの学力・学習等の状況
ア 学習塾や習い事の利用状況

【学習塾の利用状況】
・ 小学生や中高生等の学習塾の利用状況について，「通わせている」割合は，小学生が
30.9％，中高生等が 43.6%となっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」では，「通わせている」割合が全体と
比較して低く，「経済的な理由で通わせていない」が小学生，中高生等のいずれも30％を
超えています。 
・ 子どもに望む最終学歴として，「高校等」よりも「大学等」の方が学習塾に「通わせて
いる」割合が高くなっており，最終学歴の希望が「特にない，わからない」という回答に
おいて「経済的な理由以外で通わせていない」の割合が，他と比較して高くなっています。
【習い事の利用状況】
・ 習い事の利用状況について，「通わせている」割合は，小学生が 74.0%と高い割合とな
っており，乳幼児や中高生等では 25.0％，25.2％となっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」では，小学生では，「通わせている」
割合が 53.7%，57.8%と半数を超えているものの，「経済的な理由で通わせていない」
割合が全体と比較して高く，乳幼児や中高生等でも同様の状況となっています。 
・ 子どもに望む最終学歴別では，乳幼児，小学生，中高生のいずれも，「大学等」を希望
している場合における「通わせている」の割合が，他と比較して高くなっています。 
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図表 29 学習塾の利用状況 

図表 30 子どもに望む最終学歴別 学習塾の利用状況           （単位：％）

(n=) 通わせている 
経済的な理由で

通わせていない

経済的な理由以外

で通わせていない
無回答 

小学生調査 2,889 30.9 13.4 52.4 3.3

うち 子どもに望む最終学歴が

   高等学校等 
540 16.1 25.2 52.6 6.1

うち 子どもに望む最終学歴が

   大学等 
2,035 37.2 10.3 49.8 2.7

うち 子どもに望む最終学歴が

   特にない・わからない 
263 14.4 13.3 70.7 1.5

中高生等調査 2,642 43.6 15.6 38.2 2.7

うち 子どもに望む最終学歴が

   高等学校等 
447 27.1 28.4 42.1 2.5

うち 子どもに望む最終学歴が

   大学等 
1,891 50.1 11.7 36.0 2.2

うち 子どもに望む最終学歴が

   特にない・わからない 
213 24.9 24.4 45.5 5.2

※ 「子どもに望む最終学歴が特にない・わからない」，「子どもに望む最終学歴が特にない」と「わからない」と回
答した人の合計
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うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=5,531）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=825）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体

（n=790）

（参考）施策対象者アンケート全体

（n=119）

通わせている 経済的な理由で通わせていない 経済的な理由以外で通わせていない 無回答
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図表 31 習い事の利用状況 
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乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯（乳幼児）（n=360）
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うち ひとり親世帯（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）（n=379）

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯全体（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者アンケート全体（n=183）
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図表 32 子どもに望む最終学歴別 習い事の利用状況          （単位：％）

(n=) 通わせている
経済的な理由で

通わせていない

経済的な理由以外

で通わせていない
無回答

乳幼児調査 3,248 25.0 10.8 62.4 1.8

 うち 子どもに望む最終学歴が高等学校等 425 15.3 18.4 63.5 2.8

 うち 子どもに望む最終学歴が大学等 2,325 28.5 9.2 60.9 1.5

 うち 子どもに望む最終学歴が特にない・ 

     わからない 
457 15.8 12.5 69.6 2.2

小学生調査 2,889 74.0 8.6 15.4 2.0

 うち 子どもに望む最終学歴が高等学校等 540 58.7 15.7 22.0 3.5

 うち 子どもに望む最終学歴が大学等 2,035 79.6 6.7 12.1 1.6

 うち 子どもに望む最終学歴が特にない・ 

     わからない 
263 65.0 9.5 25.1 0.4

中高生等調査 2,642 25.2 15.0 51.5 8.4

 うち 子どもに望む最終学歴が高等学校等 447 21.3 29.1 43.0 6.7

 うち 子どもに望む最終学歴が大学等 1,891 26.9 11.3 53.4 8.5

 うち 子どもに望む最終学歴が特にない・ 

     わからない 
213 21.1 19.2 51.6 8.0

※ 「子どもに望む最終学歴が特にない・わからない」，「子どもに望む最終学歴が特にない」と「わからない」と回
答した人の合計
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イ 学校での勉強の成績 【小学生・中高生等のみ】
・ 学校での成績について，小学生，中高生等のいずれも「普通」の割合が最も高く，次い
で「まあまあ良好」，「成績良好」となっています。 

・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」については，全体と比較して，小学生，
中高生等のいずれも「遅れている（「やや遅れている」と「かなり遅れている」の合計）」の割合が
高くなっています。 
・ むし歯の有無別では,小学生，中高生等のいずれも，むし歯が「ない」の場合，成績「良
好」の割合が他と比較して高くなっています。 
・ 小学生の子どもと一緒に遊んでいる頻度別では，「ほぼ毎日」一緒に遊んでいる場合，
成績「良好」の割合が他と比較して高くなっています。
・ 中高生等の子どもと話す頻度別の成績については，「ほぼ毎日」会話している場合，成
績「良好」の割合が他と比較して高くなっています。
・ 子どもに勉強を教える頻度別では，小学生で「よくある」，「ときどきある」の場合，成
績「良好」の割合が他と比較して高くなっていますが，中高生等では，大きな差はありま
せん。 
・ 文化芸術活動・自然体験・スポーツ活動の経験の有無別では，頻度が高いほど成績「良
好」の割合が高くなっています。 
・ 読書の状況別では，「読まない・わからない」の場合，成績「遅れている」の割合が高
くなっており，読書の冊数が多いほど成績「良好」の割合が高い傾向にあります。
・ 子育てにかける時間やお金等の優先度別では，「最も優先すべき」の場合，成績「良好」
の割合が他と比較して高くなっています。 
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図表 33 学校での勉強の成績の状況 

図表 34 むし歯の有無別 学校での勉強の成績状況         （単位：％）

（n=） 良好 普通 遅れている わからない 無回答 

小学生調査 2,889 50.3 38.0 9.8 1.7 0.3

うち ある(未治療) 

  ・わからない 
180 36.1 41.7 21.1 1.1 0.0

うち あった・ある  

（治療中）普通 
1,348 48.4 39.9 10.5 1.2 0.0

うち ない 1,346 54.5 35.7 7.6 2.2 0.1

中高生等調査 2,595 42.5 39.2 17.0 1.0 0.3

うち ある(未治療) 

   ・わからない 
318 29.2 40.9 28.6 0.9 0.3

うち あった・ある  

（治療中）普通 
1,000 43.3 38.9 16.4 1.1 0.3

うち ない 1,272 45.0 39.2 14.6 1.0 0.2
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（n=2,889）
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（小学生）(n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）(n=379）

中高生等調査

（n=2,595)
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（中高生等）(n=464）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）(n=406）
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アンケート全体(n=5,484)
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全体(n=814）
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図表 35 子どもと一緒に遊ぶ頻度別 学校での成績の状況（小学生のみ）   （単位：％）

（n=） 良好 普通 遅れている わからない 無回答 

小学生調査 2,889 50.3 38.0 9.8 1.7 0.3

うち ほぼ毎日 441 59.0 31.1 6.8 2.9 0.2

うち 週に３～４日 516 54.7 36.8 7.2 1.2 0.2

うち 週に１～２日 1,299 48.1 40.3 9.2 1.8 0.5

うち 月１～２日・めったにない 605 45.0 39.3 14.7 0.8 0.2

※ 「月１～２日・めったにない」は，「月１～２日」と「めったにない」と回答した人の合計

図表 36 子どもと話す頻度別 学校での成績の状況（中高生等のみ）    （単位：％）

（n=） 良好 普通 遅れている わからない 無回答 

中高生等調査 2,595 42.5 39.2 17.0 1.0 0.3

うち ほぼ毎日 1,578 45.8 38.7 14.3 1.0 0.2

うち 週に３～４日 486 38.7 41.8 19.1 0.4 0.0

うち 週に１～２日 315 35.9 39.0 23.8 0.6 0.6

うち 月１～２日・めったにない 157 31.2 41.4 24.8 1.9 0.6

※ 「月１～２日・めったにない」は，「月１～２日」と「めったにない」と回答した人の合計

図表 37 子どもに勉強を教える頻度別 学校での勉強の成績の状況      （単位：％）

（n=） 良好 普通 遅れている わからない 無回答 

小学生調査 2,889 50.3 38.0 9.8 1.7 0.3

うち よくある 1,245 55.5 34.1 7.9 2.0 0.5

うち ときどきある 1,247 47.2 41.0 10.7 1.0 0.2

うち あまりない 304 43.8 43.1 10.9 2.0 0.3

うち ない 65 40.0 32.3 20.0 7.7 0.0

中高生等調査 2,595 42.5 39.2 17.0 1.0 0.3

うち よくある 161 41.6 40.4 15.5 2.5 0.0

うち ときどきある 644 41.5 40.4 17.5 0.6 0.0

うち あまりない 887 45.7 38.1 15.2 0.7 0.3

うち ない 849 39.7 39.9 18.8 1.2 0.4
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図表 38 文化芸術活動・自然活動・スポーツ活動の機会別 学校での勉強の成績の状況 

＜文化芸術活動＞                                                        （単位：％）

（n=） 良好 普通 遅れている わからない 無回答 

小学生調査 2,889 50.3 38.0 9.8 1.7 0.3

うち 月１回以上 458 62.2 29.5 7.2 1.1 0.0

うち 年数回以上 1,494 52.3 37.2 8.8 1.4 0.3

うち 年１回程度 488 42.8 43.0 11.7 2.0 0.4

うち まったくない・わからない 406 38.7 44.1 14.3 2.7 0.2

中高生等調査 2,595 42.5 39.2 17.0 1.0 0.3

うち 月１回以上 329 48.6 35.0 14.9 1.5 0.0

うち 年数回以上 1,218 44.3 40.1 15.2 0.3 0.1

うち 年１回程度 429 43.8 37.5 17.2 0.9 0.5

うち まったくない・わからない 545 32.8 42.6 21.7 2.2 0.7

※ 「まったくない・わからない」は，「まったくない」と「わからない」と回答した人の合計

＜自然体験＞                                                           （単位：％）

（n=） 良好 普通 遅れている わからない 無回答 

小学生調査 2,889 50.3 38.0 9.8 1.7 0.3

うち 月１回以上 389 55.0 33.7 9.0 2.1 0.3

うち 年数回以上 1,604 52.4 37.7 8.4 1.4 0.2

うち 年１回程度 575 46.1 39.8 12.0 1.7 0.3

うち まったくない・わからない 280 40.7 41.8 14.6 2.5 0.4

中高生等調査 2,595 42.5 39.2 17.0 1.0 0.3

うち 月１回以上 77 46.8 31.2 18.2 3.9 0.0

うち 年数回以上 720 46.1 37.5 15.3 0.7 0.4

うち 年１回程度 781 43.8 39.7 16.0 0.4 0.1

うち まったくない・わからない 934 37.6 41.8 18.8 1.5 0.3

※ 「まったくない・わからない」は，「まったくない」と「わからない」と回答した人の合計

＜スポーツ活動＞                                                        （単位：％）

（n=） 良好 普通 遅れている わからない 無回答 

小学生調査 2,889 50.3 38.0 9.8 1.7 0.3

うち 月１回以上 1,609 53.0 37.3 8.4 1.1 0.3

うち 年数回以上 545 53.2 36.3 8.8 1.7 0.0

うち 年１回程度 200 48.5 37.5 10.5 3.0 0.5

うち まったくない・わからない 465 38.7 42.4 15.7 2.8 0.4

中高生等調査 2,595 42.5 39.2 17.0 1.0 0.3

うち 月１回以上 1,072 45.1 38.5 15.2 0.8 0.4

うち 年数回以上 402 48.0 38.3 13.7 0.0 0.0

うち 年１回程度 270 45.6 34.4 18.1 1.5 0.4

うち まったくない・わからない 771 34.1 43.6 20.5 1.6 0.3

※ 「まったくない・わからない」は，「まったくない」と「わからない」と回答した人の合計
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図表 39 読書の状況別 学校での勉強の成績の状況             （単位：％）

（n=） 良好 普通 遅れている わからない 無回答 

小学生調査 2,889 50.3 38.0 9.8 1.7 0.3

うち 読まない・わからない 438 27.9 45.2 23.3 3.4 0.2

うち 1 冊 436 39.7 48.9 10.6 0.7 0.2

うち 2～5 冊 1,159 52.7 37.6 8.1 1.3 0.3

うち 6～10 冊 394 61.2 30.7 5.6 2.0 0.5

うち 11 冊以上 421 68.4 26.4 3.3 1.7 0.2

中高生等調査 2,595 42.5 39.2 17.0 1.0 0.3

うち 読まない・わからない 1,061 32.5 41.4 23.8 2.1 0.3

うち 1 冊 753 47.1 40.6 11.8 0.1 0.3

うち 2～5 冊 587 52.3 35.6 11.4 0.3 0.3

うち 6～10 冊 66 53.0 30.3 16.7 0.0 0.0

うち 11 冊以上 66 40.9 36.4 21.2 1.5 0.0

※ 「読まない・わからない」は，「読まない」と「わからない」と回答した人の合計 

図表 40 子育てにかける時間やお金等の優先度別 学校での勉強の成績の状況  （単位：％）

（n=） 良好 普通 遅れている わからない 無回答 

小学生調査 2,889 50.3 38.0 9.8 1.7 0.3

うち 最も優先すべき 980 56.1 34.5 7.2 1.7 0.4

うち できるなら優先すべき 1,807 47.5 39.8 10.8 1.6 0.3

うち 他に優先すべきことが 

  ある・わからない 
73 38.4 43.8 15.1 2.7 0.0

中高生等調査 2,595 42.5 39.2 17.0 1.0 0.3

うち 最も優先すべき 992 45.9 39.4 13.8 0.7 0.2

うち できるなら優先すべき 1,496 40.8 39.0 18.8 1.1 0.3

うち 他に優先すべきことが 

  ある・わからない 
54 22.2 50.0 22.2 3.7 1.9

※ 「他に優先すべきことがある・わからない」は，「他に優先すべきことがある」と「わからない」と回答した人の
合計
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ウ 登校状況【小学生・中高生等のみ】
 登校状況については，小学生，中高生等のいずれも大きな違いはありませんが，「ひとり
親世帯」で「病気やけが等以外の理由で学校を休みがちである」の割合が，全体と比較して
高くなっています。 

図表 41 登校状況 
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0.8
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小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）(n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）(n=379）

中高生等調査（n=2,595)

うち ひとり親世帯

（中高生等）(n=464）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）(n=406）

（参考）無作為抽出アンケート

全体

(n=5,484)

（参考）ひとり親世帯全体

（n=814）

（参考）貧困線以下の所得の世

帯全体

（n=785)

（参考）施策対象者アンケート

全体

(n=118）

ほぼ毎日登校している

病気やけが等で学校を休みがちである

病気やけが等以外の理由で学校を休みがちである

わからない

無回答
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（２）子どもの健康・生活習慣の状況
ア 食事の状況（朝食・夕食の状況，料理・外食等の頻度）

【朝食・夕食の回数】 
・ 朝食や夕食の状況については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「ほぼ毎日」食べ
ているが大半を占めています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」も同様となっていますが，「ひとり親
世帯」では，朝食を「ほとんど食べない」の割合が乳幼児 3.8%，小学生2.3%，中高生
等 9.1%と，全体に比較して高くなっております。 
【朝食・夕食を一緒に食べる人】 
・ 朝食・夕食を一緒に食べる人については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「母親」
と一緒に食べる割合が最も高く，次いで「きょうだい（兄弟姉妹）」となっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」も同様となっていますが，朝食におい
ては，「ひとり親世帯」の「本人のみ」で食べる割合が，他と比較して高くなっています。 
【夕食をつくる頻度】 
・ 夕食をつくる頻度については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「ほとんど毎日」
の割合が最も高くなっています。 
・ 「ひとり親世帯」では，夕食をつくる頻度が「ほとんど毎日」の割合が，他と比較して
低くなっています。 
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図表 42 朝食の回数 
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乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯（乳幼児）

（n=360）

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）

（n=379）

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）

（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体

（n=1,150）

（参考）施策対象者アンケート全体

（n=183）

ほぼ毎日 週に４～５日 週に２～３日 ほとんど食べない わからない 無回答
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図表 43 夕食の回数 
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乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯（乳幼児）

（n=360）

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）

（n=379）

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）

（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体

（n=1,150）

（参考）施策対象者アンケート全体

（n=183）

ほぼ毎日 週に４～５日 週に２～３日 ほとんど食べない わからない 無回答
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図表 44 朝食を一緒に食べる人                      （単位：％）

母親 父親 祖母 祖父 

きょうだ

い（兄弟

姉妹） 

本人（宛

名のお子

さん）のみ

その他 
わから 

ない 
無回答 

乳幼児調査（n=3,248） 88.7 33.2 5.2 2.7 39.8 2.6 0.6 0.2 2.2

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160） 
78.8 3.1 30.0 15.0 26.9 4.4 1.9 0.0 1.9

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=360） 
86.4 27.5 13.3 7.5 42.2 2.5 1.4 0.3 2.5

小学生調査（n=2,889） 75.7 30.4 4.7 1.8 61.8 4.9 0.5 0.1 0.8

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=350） 
67.7 4.6 16.6 5.1 40.6 9.7 2.3 0.3 1.1

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=379） 
72.0 14.8 10.3 2.6 57.0 5.0 1.1 0.0 1.3

中高生等調査（n=2,642） 55.5 22.6 3.5 1.3 40.0 22.1 1.5 0.2 2.8
うち ひとり親世帯 

（中高生等）（n=475） 
53.9 4.2 8.6 3.2 29.1 23.8 3.4 0.0 3.4

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=411） 
58.9 14.1 5.6 1.9 35.8 23.4 1.7 0.2 3.2

（参考）無作為抽出 

アンケート全体（n=8,779）
74.5 29.1 4.5 2.0 47.1 9.2 0.8 0.1 1.9

（参考）ひとり親世帯全体

（n=985） 
62.8 4.2 14.9 5.8 32.8 15.6 2.7 0.1 2.3

（参考）貧困線以下の 

所得の世帯全体

（n=1,150） 

71.8 18.5 9.6 3.9 44.8 10.8 1.4 0.2 2.3

（参考）施策対象者 

アンケート全体（n=183） 
67.2 10.9 13.1 4.4 51.9 7.1 0.5 7.7 2.2

47 

図表 45 夕食を一緒に食べる人                     （単位：％）

母親 父親 祖母 祖父 

きょうだ

い（兄弟

姉妹） 

本人（宛

名のお子

さん）のみ

その他 
わから 

ない 
無回答 

乳幼児調査（n=3,248） 92.8 35.8 9.8 5.8 42.2 2.0 1.3 0.2 2.6

うち ひとり親世帯 

（乳幼児）（n=160） 
86.9 4.4 39.4 23.1 27.5 0.6 5.0 0.0 4.4

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=360） 
91.7 35.6 17.5 11.7 44.2 1.1 3.1 0.3 3.9

小学生調査（n=2,889） 92.0 35.5 11.0 5.6 65.8 0.5 1.8 0.0 0.8

うち ひとり親世帯 

（小学生）（n=350） 
78.6 7.7 28.3 13.1 43.1 0.3 5.1 0.3 1.7

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=379） 
87.6 27.4 18.5 6.9 60.4 0.0 2.9 0.0 1.3

中高生等調査（n=2,642） 83.5 36.9 8.8 4.2 54.1 5.5 2.2 0.2 1.6

うち ひとり親世帯 

（中高生等）（n=475） 
71.6 6.3 17.5 9.3 41.1 7.2 4.6 0.2 2.5

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=411） 
82.7 27.3 11.7 5.6 51.8 5.4 2.9 0.2 1.5

（参考）無作為抽出 

アンケート全体（n=8,779） 
89.7 36.1 9.9 5.3 53.6 2.6 1.7 0.1 1.7

（参考）ひとり親世帯全体

（n=985） 
76.5 6.5 24.9 12.9 39.6 3.7 4.9 0.2 2.5

（参考）貧困線以下の所得

の世帯全体（n=1,150） 
87.1 29.9 15.7 7.9 52.3 2.3 3.0 0.2 2.2

（参考）施策対象者 

アンケート全体（n=183） 
80.3 12.6 21.3 8.7 56.3 4.4 2.2 0.0 2.2
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図表 46 夕食をつくる頻度 （単位：％）
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乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯（乳幼児）

（n=360）

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）

（n=379）

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）

（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体

（n=1,150）

（参考）施策対象者アンケート全体

（n=183）

ほとんど毎日 週に４～５日程度

週に２～３日程度 月に数日（休日など）

ほとんどつくらない まだ食べられない（離乳食前など）

無回答
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イ 起床・就寝時間 

【起床時間】 
・ 起床時間については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「７時台」の割合が最も高
くなっており，「ひとり親世帯」，「貧困線以下の所得の世帯」でも大きな違いはありませ
ん。 
【就寝時間】 
・ 就寝時間について，乳幼児は「21時台」が51.3%，小学生は「22時台」が 45.1%と
最も高くなっています。中高生等は「23時台」，「０時以降」が 40.1%，42.1%とおおむ
ね同割合となっています。また，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「ひとり親世帯」
では，遅い時間帯の割合が他に比較して高くなっています。 
【睡眠時間】
・ 睡眠時間については，乳幼児は「10 時間以上」が 58.7%，小学生は「９～10時間未
満」が 55.2%と最も高くなっています。中高生等は「７～８時間未満」と「８～９時間
未満」が 38.6%，31.1%となっています。一方で，「ひとり親世帯」では，乳幼児の「10
時間以上」の割合が全体と比較して低くなっています。 
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図表 47 子どもの起床時間・就寝時間 

＜起床時間＞

1.9

1.3

1.4

0.7

0.9

0.0

3.7

3.4

3.9

2.0

2.1

1.8

8.2

24.1

23.1

22.8

26.8

22.9

17.9

32.4

30.3

32.1

27.5

26.5

24.5

25.7

56.4

58.8

56.7

69.3

70.9

78.1

56.9

54.5

54.7

60.8

61.0

63.0

57.4

16.6

16.3

18.6

2.0

4.3

2.9

5.4

9.7

7.3

8.4

8.8

9.4

7.1

1.0

0.6

0.6

1.2

1.1

1.1

1.7

2.1

1.9

1.3

1.5

1.2

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯（乳幼児）

（n=360）

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）

（n=379）

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）

（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体

（n=1,150）

（参考）施策対象者アンケート全体

（n=183）

～５時台 ６時台 ７時台 ８時以降 無回答
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＜就寝時間＞ 

17.1

11.9

17.8

4.5

4.6

4.0

0.3

0.4

0.2

7.9

3.8

7.0

3.3

51.3

46.9

47.5

38.7

33.4

35.9

1.4

2.3

2.9

32.1

21.0

28.1

31.1

25.9

27.5

26.7

45.1

48.6

47.8

13.9

11.6

15.3

28.6

27.9

29.9

33.3

3.7

11.9

6.4

8.8

10.3

10.3

40.1

38.5

37.0

16.3

24.7

18.8

13.7

0.8

1.9

1.4

1.6

2.0

1.1

42.1

43.8

42.3

13.5

22.6

16.1

9.8

1.2

0.0

0.3

1.2

1.1

1.1

2.2

3.4

2.2

1.5

2.1

1.2

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯（乳幼児）

（n=360）

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）

（n=379）

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）

（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体

（n=1,150）

（参考）施策対象者アンケート全体

（n=183）

～20時台 21時台 22時台 23時台 0時以降 無回答
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図表 48 睡眠時間 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.1

3.4

3.4

1.0

1.6

1.2

1.6

0.0

0.0

0.0

0.3

0.3

0.3

15.4

14.3

16.5

4.7

7.0

6.0

8.2

0.4

0.0

0.3

2.0

3.1

1.8

38.6

38.3

34.5

12.4

19.6

13.0

23.0

5.5

13.1

8.3

16.7

16.0

14.8

31.1

30.1

30.4

16.9

22.3

18.3

13.1

34.0

40.6

32.5

55.2

57.1

54.6

8.1

8.0

10.9

33.2

30.8

32.1

35.0

58.7

45.6

58.3

24.6

22.3

27.4

1.3

2.3

1.7

30.2

16.4

27.9

16.9

1.3

0.6

0.6

1.3

1.1

1.1

2.3

3.6

2.4

1.6

2.2

1.4

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯（乳幼児）

（n=360）

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）

（n=379）

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）

（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体

（n=1,150）

（参考）施策対象者アンケート全体

（n=183）

６時間未満 ６～７時間未満 ７～８時間未満 ８～９時間未満

９～10時間未満 10時間以上 無回答
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ウ むし歯の状況

・ むし歯について，「ない」が乳幼児 74.2％，小学生 46.6％，中高生等 48.6％と最も高
くなっている一方で，「ある（未治療）」が，乳幼児は2.6％，小学生は5.1％，中高生等
は 7.7％となっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」は全体的に「ある（未治療）」の割合
が全体と比較して高く，「ない」の割合が低くなっています。 
・ むし歯を治療していない理由については，「治療予定」以外で，乳幼児では「治療する
必要がない」，小学生，中高生等では「治療に行く時間がない」が多くなっています。「経
済的に困難」の割合は，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも約 5%となっています。 
・ 子育てにかける時間やお金等の優先度別のむし歯の有無について，乳幼児，小学生，中
高生等のいずれも，子育てにかける時間やお金を「最も優先すべき」の場合，むし歯が「な
い」の割合が他と比較して高くなっています。
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図表 49 むし歯の有無 
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5.0

4.4
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8.6
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10.2

4.9

9.2

8.3

10.9

3.1

6.9

2.5

7.3

9.7

11.1

3.8

7.2

6.1

4.7

8.0

6.6

17.5

7.2

17.5

8.3

39.3

41.4

41.4

34.6

32.6

32.4

26.0

33.3

27.8

29.5

74.2

61.9

68.6

46.6

37.1

34.6

48.6

41.9

45.3

57.4

43.5

49.0

33.9

11.7

8.8

15.0

1.1

2.3

1.8

4.7

6.5

5.6

6.1

5.4

7.3

4.9

1.2

0.0

1.1

0.5

0.9

1.1

0.7

0.6

0.5

0.8

0.6

0.9

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=183）

ある（未治療） ある（治療中） あった（治療済み） ない わからない 無回答
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図表 50 むし歯を治療していない理由 

   ※ ひとり親世帯や貧困線以下の所得の世帯，施策対象者アンケートについては，標本数が少ないため掲載してい 

    ない。 

 図表 51 子育てにかける時間やお金等の優先度別 むし歯の有無   （単位：％）

（n=） 
ある(未治療)・

わからない

あった・ 

ある（治療中）
ない 無回答

乳幼児調査 3,248 14.3 10.3 74.2 1.2

うち 最も優先すべき 1,197 14.0 9.2 75.4 1.4

うち できるなら優先すべき 1,961 14.1 11.0 73.8 1.1

うち 他に優先すべきことが 

   ある・わからない 
83 20.5 12.0 67.5 0.0

小学生調査 2,889 6.2 46.7 46.6 0.5

うち 最も優先すべき 980 5.8 43.4 50.1 0.7

うち できるなら優先すべき 1,807 6.2 48.3 45.0 0.4

うち 他に優先すべきことが 

   ある・わからない 
73 11.0 52.1 37.0 0.0

中高生等調査 2,642 12.4 38.3 48.6 0.7

うち 最も優先すべき 1,005 9.6 34.1 55.7 0.6

うち できるなら優先すべき 1,520 13.4 41.4 44.5 0.7

うち 他に優先すべきことが 

   ある・わからない 
57 26.3 28.1 43.9 1.8

※ 「他に優先すべきことがある・わからない」は「他に優先すべきことがある」と「わからない」と回答

した人の合計

40.5

63.9

41.9

49.1

4.8

17.0

37.4

24.2

4.8

4.8

5.4

5.1

26.2

4.8

3.0

8.1

3.6

1.4

7.9

4.8

15.5

7.5

4.4

7.6

4.8

0.7

0.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査（n=84）

小学生調査（n=147）

中高生等調査（n=203）

無作為抽出アンケート全体
(n=434)

治療予定 治療に行く時間がない 経済的に困難

治療する必要がない 特に理由はない その他

無回答
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エ 健康状態，身長・体重，健康診査の受診状況【健康状態以外は乳幼児のみ】

・ 子どもの健康状態については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも，大半が「よい」
や「まあよい」と回答していますが，「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」の
「よい」の割合が全体と比較して低くなっています。 
・ 健康診査の受診状況については，「受診している」と「その他」（健診を受けられる年齢
になっていない，健診当時に京都市外に住んでいた等）で大半を占めています。 

図表 52 子どもの健康状態 
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0.2

0.3

0.3

0.3

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.2

0.0

0.1

0.1

0.0

0.5

1.6

1.9

1.4

2.3

2.6

2.9

3.1

2.5

1.9

2.3

2.4

2.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=183）

よい まあよい 普通 あまりよくない よくない わからない 無回答
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図表 53 カウプ指数（乳幼児） 

※ カウプ指数とは：乳幼児の発育の程度を表す指数。体重[g]÷（身長[cm]×身長[cm]）× 10 で算出。 

図表 54 乳幼児健診の受診状況（乳幼児） 

＜乳幼児健康診査（生後４か月）＞ 

＜乳幼児健康診査（生後８か月）＞ 

4.1

3.8

5.0

24.7

24.4

25.6

48.5

46.3

42.5

6.5

5.0

5.8

1.4

1.3

3.1

14.8

19.4

18.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うちひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯（乳幼児）

（n=360）

やせ（13未満） やせ気味（13～15未満） 正常（15～18未満）

肥満気味（18～20未満） 肥満（20以上） 無回答

90.6

81.9

88.1

1.4

1.3

2.2

6.5

14.4

8.6

1.6

2.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

受けた 受けてない その他 無回答

84.4

76.9

80.6

2.2

3.1

2.8

10.7

14.4

14.4

2.7

5.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

受けた 受けてない その他 無回答
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＜１歳６か月健康診査＞ 

＜３歳児健康診査＞ 

71.4

75.0

70.8

3.6

3.1

4.7

20.3

15.6

21.1

4.7

6.3

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

受けた 受けてない その他 無回答

41.7

60.0

43.9

9.0

6.3

9.7

38.9

19.4

33.9

10.3

14.4

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

受けた 受けてない その他 無回答
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オ 所有物（自分一人で使うものとして持っているもの）
・ 所有物（自分一人で使うものとして持っているもの）について，乳幼児は「どれも持っ
ていない」の割合が 86.6%，小学生，中高生等は「勉強机」の割合が 63.2%，82.1%と
最も高くなっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」では，小学生，中高生等において，「勉
強机」，「部屋」は全体と比較して低い一方，小学生においては，「テレビ」，「携帯電話」，
「スマートフォン」，「携帯ゲーム機」が，中高生等においては，「テレビ」，「スマートフ
ォン」の割合が高い傾向にあります。 

図表 55 所有物（自分一人で使うものとして持っているもの）         （単位：％）

テ
レ
ビ

携
帯
電
話(

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
除
く)

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

パ
ソ
コ
ン

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

携
帯
ゲ
ー
ム
機

勉
強
机

部
屋

ど
れ
も
持
っ
て
い
な
い

無
回
答

乳幼児調査（n=3,248） 1.0 0.2 0.9 0.2 2.3 0.4 2.5 3.9 4.2 86.6 1.0

 うち ひとり親世帯（乳幼児） 

 （n=160） 
3.1 2.5 0.6 0.0 5.0 2.5 5.0 3.8 8.8 73.8 1.3

 うち 貧困線以下の所得の 

 世帯（乳幼児）（n=360） 
1.7 0.6 1.1 0.8 2.2 1.1 3.3 3.9 3.9 85.3 1.1

小学生調査（n=2,889） 2.5 23.8 3.8 1.5 9.9 13.4 47.7 63.2 30.5 13.2 1.5

 うち ひとり親世帯（小学生） 

 （n=350） 
6.3 30.6 9.1 2.9 12.0 20.9 56.0 57.7 28.3 10.3 1.4

 うち 貧困線以下の所得の 

 世帯（小学生）（n=379） 
5.3 24.5 6.3 1.3 9.8 13.7 54.1 55.7 25.1 12.7 1.1

中高生等調査（n=2,642） 10.8 11.5 72.2 12.7 16.0 17.5 43.8 82.1 62.8 0.8 1.6

 うち ひとり親世帯（中高生 

 等）（n=475） 
14.9 11.2 76.8 14.1 13.1 18.3 37.5 70.9 53.5 1.3 1.3

 うち 貧困線以下の所得の 

 世帯（中高生等）（n=411） 
11.7 10.7 75.9 12.9 12.9 17.3 40.4 72.0 49.9 1.7 1.0

（参考）無作為抽出 

アンケート全体（n=8,779） 
4.5 11.4 23.3 4.4 8.9 9.8 29.8 47.0 30.5 36.6 1.3

（参考）ひとり親世帯全体 

（n=985） 
9.9 16.6 40.4 7.8 11.4 16.6 38.8 55.3 37.3 16.2 1.3

（参考）貧困線以下の所得

の世帯全体（n=1,150） 
6.4 12.1 29.6 5.3 8.5 11.0 33.3 45.3 27.3 31.5 1.0

（参考）施策対象者 

アンケート全体（n=183） 
4.4 20.8 20.8 9.8 5.5 6.6 22.4 32.8 14.2 34.4 1.1
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カ テレビやスマートフォン等の使用時間

【テレビの視聴時間】 
・ 乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「１～２時間未満」が最も高くなっています。
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」について，小学生，中高生等で「３時
間以上」の割合が全体と比較して高くなっています。 
【携帯ゲームやスマートフォン等の使用時間】 
・ 乳幼児では「見ない」の割合が，小学生では「１時間未満」の割合が，中高生等で「１
～２時間未満」の割合が，それぞれ最も高くなっています。
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」について，小学生，中高生等で「３時
間以上」の割合が全体と比較して高くなっています。 
・ 子どもとの関わり別について，乳幼児，小学生では，「ほぼ毎日」子どもと遊んでいる
場合の「見ない」割合が他と比較して高くなっています。また，中高生等では，「ほぼ毎
日」子どもと会話する機会がある場合，「１時間未満」の割合が，他と比較してやや高く
なっています。 
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図表 56 テレビの視聴時間 
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29.9

36.9
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33.0

35.9

31.2

32.6

34.1

32.9

30.8

25.7

18.8

21.9

18.9

24.7

27.4

24.5

19.9

24.2

23.6

21.1

25.0

22.4

22.4

13.4

14.4

15.0

15.4

21.1

24.8

12.0

16.0

13.6

13.6

17.6

17.7

23.5

1.8

3.1

3.6

0.4

0.9

0.8

0.9

2.1

1.5

1.1

1.8

1.9

1.1

0.7

0.0

0.8

0.6

0.6

0.5

1.4

0.8

1.5

0.9

0.6

1.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=183）

見ない 1時間未満 1～2時間未満 2～3時間未満 3時間以上 わからない 無回答
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図表 57 携帯ゲームやスマートフォン等の使用時間 
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13.1

0.6
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0.6

2.0

1.1

4.1

7.4

7.1

1.7

4.6

3.5

2.7

1.1

1.3

0.8

1.3

0.9

0.8

1.9

1.5

2.2

1.4

1.2

1.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=183）

見ない 1時間未満 1～2時間未満 2～3時間未満 3時間以上 わからない 無回答
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図表 58 子どもとの関わり別 携帯ゲームやスマートフォン等の使用時間 

（乳幼児，小学生は，子どもと遊ぶ頻度，中高生等は子どもと会話する頻度）         （単位：％） 

（n=） 見ない 
１時間 
未満 

１～２時間
未満 

２～３時間
未満 

３時間 
以上 

わからない 無回答

乳幼児調査 3,248 65.4 24.2 5.7 2.1 0.9 0.6 1.1

うち ほぼ毎日 2,127 68.7 22.1 4.7 2.0 0.8 0.6 1.2

うち 週に３～４日 451 57.0 30.8 6.9 2.0 2.0 0.4 0.9

うち 週に１～２日 581 61.6 26.3 8.1 1.9 0.7 0.5 0.9

うち 月１～２日・めったにない 74 55.4 27.0 8.1 5.4 1.4 2.7 0.0

小学生調査 2,889 23.8 38.7 21.8 8.0 5.6 0.6 1.3

うち ほぼ毎日 441 29.9 35.4 20.9 7.0 4.8 0.9 1.1

うち 週に３～４日 516 24.2 39.5 21.1 9.5 3.7 0.4 1.6

うち 週に１～２日 1,299 24.4 40.0 21.7 7.3 5.1 0.2 1.3

うち 月１～２日・めったにない 605 17.5 37.7 23.8 9.3 9.1 1.5 1.2

中高生等調査 2,642 4.4 15.7 26.4 21.3 26.3 4.1 1.9

うち ほぼ毎日 1,600 4.3 18.7 28.5 21.1 23.0 2.9 1.5

うち 週に３～４日 493 4.1 12.2 25.4 22.9 28.0 5.3 2.2

うち 週に１～２日 322 4.0 12.4 20.2 22.4 33.9 5.9 1.2

うち 月１～２日・めったにない 161 3.7 9.3 23.0 14.3 39.1 8.7 1.9

※「月１～２日・めったにない」は「月１～２日」と「めったにない」と回答した人の合計 
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キ 放課後又は長期休業中の過ごし方【小学生・中高生等のみ】

【小学生】 
・ 小学生では放課後，長期休業中ともに「家族や親戚と過ごしている」が 57.4%，79.1%
と最も高く，次いで「学習塾・習い事に行っている」が 37.7%，30.7%となっています。 

・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」では，放課後，長期休業中ともに，全
体と比較して「学習塾・習い事に行っている」の割合が低くなっており，「自宅等で１人
で過ごしている」，「児童館や学童保育所で過ごしている」の割合が高くなっています。 

【中高生等】 
・ 中高生等では，放課後，長期休業中ともに「学校でクラブ活動を行っている」の割合が
61.1%，52.9%と最も高く，次いで「家族や親戚と過ごしている」が 36.8%，49.6%
となっています。 

・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」も同様の傾向となっていますが，「友
人と過ごしている」，「自宅等で１人で過ごしている」割合がやや高い傾向にあります。

図表 59 放課後又は長期休業中の過ごし方（小学生） 

＜放課後＞                  ＜長期休業中＞ 

57.4

34.9

8.9

8.5

19.5

8.5

37.7

1.5

0.1

1.6

0.4

44.3

32.0

18.9

7.1

31.1

10.0

27.1

1.1

0.3

2.0

0.3

49.9

39.1

12.7

9.8

25.1

10.8

24.8

1.1

0.3

2.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親戚と過ごしている

友人と過ごしている

自宅等で1人で過ごしている

学校でクラブ活動を

行っている

児童館や学童保育所で

過ごしている

放課後まなび教室で

過ごしている

学習塾･習い事に行っている

障害児通所支援を

利用している

わからない

その他

無回答

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）（n=379）

79.1

24.4

11.3

19.9

30.7

1.5

0.1

2.6

0.6

68.9

24.6

17.4

30.3

20.6

1.1

0.3

2.0

0.9

74.7

28.8

12.9

25.6

19.0

1.1

0.3

2.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親戚と過ごしている

友人と過ごしている

自宅等で1人で過ごしている

児童館や学童保育所で

過ごしている

学習塾･習い事に行っている

障害児通所支援を

利用している

わからない

その他

無回答

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）（n=379）
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図表 60 放課後又は長期休業中の過ごし方（中高生等） 

＜放課後＞                    ＜長期休業中＞ 
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家族や親戚と過ごしている

友人と過ごしている

自宅等で1人で過ごしている

学校でクラブ活動を

行っている

青少年活動センターや

児童館で過ごしている

学習塾･習い事に行っている

タイムケア事業を

利用している

わからない

その他

無回答

中高生等調査（n=2,595）

うち ひとり親世帯（中高生等）（n=464）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）（n=406）
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29.7
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0.2
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1.0

0.5

7.1

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親戚と過ごしている

友人と過ごしている

自宅等で1人で過ごしている

学校でクラブ活動を

行っている

青少年活動センターや

児童館で過ごしている

学習塾･習い事に行っている

タイムケア事業を

利用している

わからない

その他

無回答

中高生等調査（n=2,595）

うち ひとり親世帯（中高生等）（n=464）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）（n=406）
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ク 文化芸術活動・自然体験・スポーツ活動の機会・読書の状況
【文化芸術活動・自然体験・スポーツ活動の機会は小学生・中高生等のみ】
【文化芸術活動・自然体験・スポーツ活動の機会】 
・ 文化芸術活動については，小学生，中高生等のいずれも大きな違いはみられず，「年数
回以上」が半数前後を占めています。 

・ 自然体験の機会については，小学生は「年数回以上」の割合が 55.5％と最も高くなっ
ていますが，中高生等では「まったくない」の割合が 31.4%と最も高くなっています。 

・ スポーツ活動については，小学生，中高生等のいずれも大きな違いはなく，「週１回以
上」の割合がいずれも 45.4%，35.9%と最も高くなっています。 

・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」は，文化芸術活動，自然体験，スポー
ツの機会のいずれも，それぞれの全体に比較して「まったくない」割合が高くなってい
ます。 

【読書の状況】 
・ この１か月間の本の読書の状況については，乳幼児は「２～５冊」の割合が 32.4%と
最も高く，次いで「11冊以上」となっている一方で，中高生等では「読まない」の割合
が 33.3％と最も高くなっています。 

・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」では，「読まない」の割合が全体と比
較して高くなっています。 

・ マンガや雑誌については，小学生で「読まない」の割合が 37.0%と最も高い一方で，
中高生等では「2～5 冊」の割合が 29.5%と最も高く，次いで「読まない」が 27.8%と
なっています。「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」もおおむね同様の傾向と
なっています。 
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図表 61 文化芸術活動の機会 
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3.1

4.8

1.9

2.3
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1.6
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）

（n=379）

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）

（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=5,531）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=825）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体

（n=790）

（参考）施策対象者アンケート全体

（n=119）

週１回以上 月１回以上 年数回以上 年１回程度 まったくない わからない 無回答
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図表 62 自然体験の機会 
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34.4

26.9
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24.6

19.8

29.9

24.8

29.4

24.7

24.7

24.8

29.4

8.5

15.1

15.6

31.4

39.6

40.1

19.5

29.2

28.4

21.8

1.1

0.9

2.1

4.5

5.3

4.9

2.7

3.4

3.5

3.4

1.4

1.4

1.6

3.5

5.1

2.7

2.4

3.5

2.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）

（n=379）

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）

（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=5,531）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=825）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体

（n=790）

（参考）施策対象者アンケート全体

（n=119）

週１回以上 月１回以上 年数回以上 年１回程度 まったくない わからない 無回答
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図表 63 スポーツ活動の機会 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）

（n=379）

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）

（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=5,531）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=825）

（参考）貧困線以下の所得の世帯全体

（n=790）

（参考）施策対象者アンケート全体

（n=119）

週１回以上 月１回以上 年数回以上 年１回程度 まったくない わからない 無回答
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図表 64 読書の状況 

<本（マンガや雑誌を除く）> 
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16.3
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8.2
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4.5

7.4

5.5

10.3

12.6

12.4

6.3

9.6

8.1

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=183）

読まない 1冊 2～5冊 6～10冊 11冊以上 わからない・無回答
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<マンガや雑誌> 

84.2

78.1

86.1

37.0

34.9

37.2

27.8

28.0
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5.1
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0.6
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1.1
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4.6

4.6
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4.3

3.2

2.7

6.2
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5.3

5.2

8.6

7.9

10.9

13.9

13.9

7.3

11.2

9.2

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=183）

読まない 1冊 2～5冊 6～10冊 11冊以上 わからない・無回答
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（３）子どもの自己肯定感【小学生・中高生等のみ】
・ 子どもの自己肯定感に関する「将来の明るい希望を話すことができる」，「自信を持って,
行動したり人と関わることができる」，「目標に向かって努力することができる」の設問に
対し，小学生，中高生等のいずれも「できる」や「どちらかというとできる」の割合が高
くなっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」については，全体と比較して「どちら
かというとできない」や「できない」の割合がやや高くなっています。 
・３問のすべてで，「できる」又は「どちらかというとできる」と回答した人（「自己肯定感
が高い」）の割合について，小学生では 70.3％，中高生等では 67.1％となっています。 
・ 朝食について，「ほぼ毎日」食べている及び「家族の誰かと食べている」場合に，「自己
肯定感が高い」割合が高くなっています。 
・ むし歯の有無について，小学生，中高生等のいずれも，「むし歯があった（治療済み）」，
「むし歯がない」の場合において，「自己肯定感が高い」割合が，「むし歯がある（未治療）・
わからない」に比べ高くなっています。 
・ 文化芸術活動・自然体験・スポーツ活動の機会の有無について，小学生，中高生等のい
ずれも，各活動の機会が「月１回以上」，「年数回以上」の場合，「自己肯定感が高い」割
合が他と比較して高くなっています。 
・ 親との遊びや会話の関わり状況について，小学生，中高生等のいずれも，「ほぼ毎日」
の場合，「自己肯定感が高い」割合が，他と比較して高くなっています。 
・ 子育てにかける時間やお金などの優先度について，小学生，中高生等のいずれも，「最
も優先すべき」の場合，「自己肯定感が高い」割合が，他と比較して高くなっています。 
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図表 65 将来の明るい希望を話すことができる
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0.0
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小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=5,531）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=825）

（参考）貧困線以下の

所得の世帯全体（n=790）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=119）

できる どちらかというとできる

どちらかというとできない できない

わからない 無回答
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図表 66 自信を持って,行動したり人と関わることができる 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=5,531）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=825）

（参考）貧困線以下の

所得の世帯全体（n=790）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=119）

できる どちらかというとできる

どちらかというとできない できない

わからない 無回答
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図表 67 目標に向かって努力することができる 
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小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=5,531）

（参考）ひとり親世帯全体

（n=825）

（参考）貧困線以下の

所得の世帯全体（n=790）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=119）

できる どちらかというとできる

どちらかというとできない できない

わからない 無回答
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図表 68 自己肯定感の状況（まとめ） 

※ 自己肯定感の状況：「将来の明るい希望を話すことができる」，「自信を持って,行動したり人と関わ
ることができる」，「目標に向かって努力することができる」について，すべてに「で
きる」又は「どちらかというとできる」と回答した人は「自己肯定感が高い」，い
ずれかで「どちらかというとできない」又は「できない」と回答した人は「自己肯
定感が低い」としている。 

図表 69 朝食の回数別 自己肯定感の状況      （単位：％）

（n=） 
自己肯定感

が低い 
自己肯定感

が高い 
無回答 

小学生調査 2,889 28.9 70.3 0.8

うち ほぼ毎日 2,748 28.2 70.9 0.8

うち 週に 4～5 日 49 40.8 59.2 0.0

うち 週に 2～3 日以下・わからない 78 44.9 55.1 0.0

中高生等調査 2,642 30.9 67.1 2.0

うち ほぼ毎日 2,283 28.8 69.4 1.8

うち 週に 4～5 日 113 35.4 61.9 2.7

うち 週に 2～3 日以下・わからない 221 52.5 45.2 2.3

※ 「週に 2～3日以下・わからない」は,「週に２～３日以下」と「わからない」と回答した人の合計 

図表 70 朝食を一緒に食べる人別 自己肯定感の状況  （単位：％）

（n=） 
自己肯定感

が低い 
自己肯定感

が高い 
無回答 

小学生調査 2,889 28.9 70.3 0.8

うち 家族の誰かと食べている 2,721 28.0 71.3 0.8

うち 本人のみ 143 45.5 53.8 0.7

中高生等調査 2,642 30.9 67.1 2.0

うち 家族の誰かと食べている 1,978 29.4 68.8 1.8

うち 本人のみ 585 36.6 61.4 2.1

28.9

30.9

70.3

67.1

0.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生調査（n=2,889）

中高生等調査（n=2,642）

自己肯定感が低い 自己肯定感が高い 無回答
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図表 71 むし歯の有無別 自己肯定感の状況       （単位：％）

（n=） 
自己肯定感

が低い 
自己肯定感

が高い 
無回答 

小学生調査 2,889 28.9 70.3 0.8

うち ある(未治療)・わからない 180 36.7 62.2 1.1

うち あった 1,348 28.9 70.3 0.7

うち ない 1,346 27.9 71.3 0.8

中高生等調査 2,642 30.9 67.1 2.0

うち ある(未治療)・わからない 327 40.7 56.6 2.8

うち あった 1,013 29.4 68.3 2.3

うち ない 1,283 29.7 68.7 1.6

※「ある（未治療）・わからない」は「ある（未治療）」と「わからない」と回答した人の合計

図表 72 文化芸術活動・自然体験・スポーツ活動の機会の有無別 自己肯定感の状況 

＜文化芸術活動＞                                      （単位：％）

（n=） 
自己肯定感

が低い 
自己肯定感

が高い 
無回答 

小学生調査 2,889 28.9 70.3 0.8

うち 月１回以上 458 19.0 81.0 0.0

うち 年数回以上 1,494 27.1 72.8 0.1

うち 年１回程度 488 34.4 65.6 0.0

うち まったくない・わからない 406 42.1 57.9 0.0

中高生等調査 2,642 30.9 67.1 2.0

うち 月１回以上 337 23.4 76.6 0.0

うち 年数回以上 1,235 26.3 73.5 0.2

うち 年１回程度 432 37.0 63.0 0.0

うち まったくない・わからない 555 43.8 56.0 0.2

※「まったくない・わからない」は「まったくない」と「わからない」と回答した人の合計 

＜自然体験＞                                         （単位：％）

（n=） 
自己肯定感

が低い 
自己肯定感

が高い 
無回答 

小学生調査 2,889 28.9 70.3 0.8

うち 月１回以上 389 25.7 74.3 0.0

うち 年数回以上 1,604 25.9 74.1 0.0

うち 年１回程度 575 33.9 65.9 0.2

うち まったくない・わからない 280 43.6 56.4 0.0

中高生等調査 2,642 30.9 67.1 2.0

うち 月１回以上 78 24.4 75.6 0.0

うち 年数回以上 733 26.1 73.8 0.1

うち 年１回程度 791 29.2 70.7 0.1

うち まったくない・わからない 948 38.3 61.6 0.1

※「まったくない・わからない」は「まったくない」と「わからない」と回答した人の合計 
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＜スポーツ活動＞                                       （単位：％）

（n=） 
自己肯定感

が低い 
自己肯定感

が高い 
無回答 

小学生調査 2,889 28.9 70.3 0.8

うち 月１回以上 1,609 23.7 76.3 0.0

うち 年数回以上 545 30.3 69.7 0.0

うち 年１回程度 200 35.5 64.5 0.0

うち まったくない・わからない 465 44.3 55.7 0.0

中高生等調査 2,642 30.9 67.1 2.0

うち 月１回以上 1,086 26.4 73.4 0.2

うち 年数回以上 404 23.0 77.0 0.0

うち 年１回程度 273 31.1 68.9 0.0

うち まったくない・わからない 790 42.9 57.0 0.1

※「まったくない・わからない」は「まったくない」と「わからない」と回答した人の合計 

図表 73 親との関わり状況別 自己肯定感の状況 
（小学生は親と遊ぶ頻度，中高生等は親との日常生活の会話の頻度） （単位：％）

（n=） 
自己肯定感

が低い 
自己肯定感

が高い 
無回答 

小学生調査 2,889 28.9 70.3 0.8

うち ほぼ毎日 441 20.4 79.4 0.2

うち 週に３～４日 516 22.5 77.5 0.0

うち 週に１～２日 1,299 30.8 69.1 0.1

うち 月１～２日・めったにない 605 36.9 63.0 0.2

中高生等調査 2,642 30.9 67.1 2.0

うち ほぼ毎日 1,600 24.2 75.7 0.1

うち 週に３～４日 493 34.5 65.3 0.2

うち 週に１～２日 322 48.1 51.6 0.3

うち 月１～２日・めったにない 161 58.4 41.6 0.0

※「月１～２日・めったにない」は「月１～２日」と「めったにない」と回答した人の合計

図表 74 子育てにかける時間やお金などの優先度別 自己肯定感の状況   （単位：％）

（n=） 
自己肯定感

が低い 
自己肯定感

が高い 
無回答 

小学生調査 2,889 28.9 70.3 0.8

うち 最も優先すべき 980 22.4 77.4 0.1

うち できるなら優先すべき 1,807 32.2 67.7 0.1

うち 他に優先すべきことがある 

・わからない 
73 39.7 60.3 0.0

中高生等調査 2,642 30.9 67.1 2.0

 うち 最も優先すべき 1,005 24.2 75.8 0.0

 うち できるなら優先すべき 1,520 35.7 64.2 0.1

 うち 他に優先すべきことがある 

 ・わからない
57 40.4 56.1 3.5

※「他に優先すべきことがある・わからない」は「他に優先すべきことがある」と「わからない」と
回答した人の合計  
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４ 保護者の状況について
 （１）保護者の健康状態 

・ 健康状態については，「よい」，「まあよい」という回答が半数以上を占めています。 
・ 「ひとり親世帯」の母親や「貧困線以下の所得の世帯」については，全体と比較して「よ
い」の割合が低くなっており，「よくない（「よくない」+「あまりよくない」の合計）」の割合が，
全体と比較して高くなっています。 

図表 75 保護者の健康状態 

＜父親＞                              ＜母親＞ 

※ ひとり親世帯及び施策対象者アンケートでの父親の標本数が少ないため，＜父親＞のグラフに掲載していない。 

54.9

53.3

54.1

48.8

48.8

37.8

53.0

47.5

15.1

13.1

15.7

14.1

17.8

16.5

16.1

14.4

23.4

24.8

25.4

29.3

25.6

30.9

24.7

27.9

4.0

4.7

3.5

6.3

5.6

8.5

4.3

6.3

0.4

0.7

0.3

0.5

0.6

2.7

0.4

1.2

2.2

3.3

1.0

1.0

1.7

3.7

1.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査
(n=3,083)

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）(n=247)

小学生調査

(n=2,528)

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）(n=205)

中高生等調査

(n=2,177）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）(n=188）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=7,788）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=667）

よい まあよい 普通 あまりよくない よくない 無回答

55.2

36.4

49.3

53.4

33.3

40.7

47.0

30.6

33.8

52.2

32.6

40.9

29.1

14.9

16.2

17.7

15.2

17.9

17.2

17.8

16.4

14.0

15.9

16.9

16.2

19.2

22.5

32.5

23.4

24.2

29.9

27.9

25.0

32.8

34.5

23.8

31.7

28.8

29.1

5.2

13.0

7.6

6.1

16.4

11.5

7.7

16.2

13.8

6.2

15.7

11.1

19.2

0.5

1.3

0.8

0.5

1.9

1.9

1.3

2.9

3.0

0.7

2.2

2.0

2.3

1.6

0.6

1.1

0.6

0.6

0.8

1.1

1.2

1.0

1.1

0.9

1.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,234）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=154）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=355）

小学生調査

（n=2,822）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=318）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=366）

中高生等調査

（n=2,555)

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=421）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=400）

（参考）無作為抽出

アンケート全体(n=8,611)

（参考）ひとり親世帯

全体（n=893）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,121）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=172）

よい まあよい 普通 あまりよくない よくない 無回答
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（２）子どもと遊ぶ頻度（中高生等は話す頻度）・勉強を教える頻度
【小学生・中高生等のみ】

【子どもと遊ぶ頻度（乳幼児・小学生）】
・ 子どもと遊ぶ頻度について，乳幼児は「ほぼ毎日」が 65.5%と最も高くなっています
が，小学生は「週 1～2日」が最も高くなっています。 

・ 「ひとり親世帯」について，乳幼児では「週１～２日」が 35.0%と全体と比較して高
く，「ほぼ毎日」が少なくなっています。 

・ 父母の就労状況別について，小学生では「正社員×正社員」の「ほぼ毎日」の割合が他
と比較して低くなっています。 

【話す頻度（中高生等）】 
・  中高生等の子どもと話す機会については，「ほぼ毎日」が 60.6%と最も高くなってい
ます。 

【勉強を教える頻度（小学生・中高生等）】
・ 保護者が子どもに勉強を教える頻度については，小学生では「よくある」と「ときどき
ある」の割合が 43.1%，43.2%と高く，中高生等では「あまりない」や「ない」の割合
が 33.8％，32.9%と高くなっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」について，「よくある」の割合が全体
に比較して低くなっています。 
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図表 76 子どもと遊ぶ頻度 

図表 77 子どもと話す頻度 

65.5

40.6

60.6

15.3

10.0

13.5

41.8

19.6

36.4

26.4

13.9

20.0

15.3

17.9

16.6

17.4

15.8

17.6

16.4

14.7

17.9

35.0

20.0

45.0

45.4

42.5

30.6

42.2

31.5

41.9

1.8

2.5

2.8

15.7

18.9

17.7

8.3

13.7

10.4

10.9

0.5

1.3

1.1

5.3

8.3

7.9

2.7

6.1

4.6

6.2

0.5

0.6

0.3

1.0

0.9

1.1

0.7

0.8

0.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うちひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=6,137）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=510）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=739）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=129）

ほぼ毎日 週に３～４日 週に１～２日 月に１～２日 めったにない 無回答

60.6

55.6

59.4

18.7

19.8

19.7

12.2

13.7

11.2

3.6

6.1

5.8

2.5

2.3

2.4

2.5

2.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=411）

ほぼ毎日 週に３～４日 週に１～２日 月に１～２日 めったにない 無回答
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図表 78 保護者の就労状況別 子どもとの関わり 

（乳幼児，小学生は遊ぶ頻度，中高生等は日常の会話の頻度） （単位：％）

（n=） ほぼ毎日 
週に 

３～４日 
週に 

１～２日 
月１～２日・
めったにない

無回答 

乳幼児調査 3,248 65.5 13.9 17.9 2.3 0.5

うち 正社員×正社員 873 60.0 14.2 23.0 2.3 0.5

うち 正社員×パート等 803 60.1 16.6 20.2 2.6 0.5

うち 専業主婦（夫） 1,205 78.7 9.9 9.3 1.8 0.3

うち その他 59 54.2 23.7 20.3 1.7 0.0

小学生調査 2,889 15.3 17.9 45.0 20.9 1.0

うち 正社員×正社員 478 9.6 15.1 54.6 19.9 0.8

うち 正社員×パート等 1,204 13.4 18.5 45.9 21.4 0.7

うち 専業主婦（夫） 701 24.0 20.1 37.1 18.3 0.6

うち その他 69 13.0 11.6 44.9 26.1 4.3

中高生等調査 2,642 60.6 18.7 12.2 6.1 2.5

うち 正社員×正社員 400 56.0 23.0 15.0 4.0 2.0

うち 正社員×パート等 1,127 62.6 18.0 12.1 5.2 2.1

うち 専業主婦（夫） 441 64.4 15.2 10.4 7.9 2.0

うち その他 88 68.2 18.2 6.8 5.7 1.1

※ その他は父母の就労状況が「パート等×パート等」，「無職×無職」の人の合計 
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図表 79 勉強を教える頻度 

43.1

30.9

36.9

6.1

3.2

5.8

25.4

14.9

20.8

31.1

43.2

47.4

46.4

24.7

24.6

23.6

34.4

34.3

34.6

26.9

10.5

17.1

12.4

33.8

31.2

34.1

21.7

25.2

23.7

25.2

2.2

4.0

2.9

32.9

38.3

35.0

16.9

23.8

19.6

16.8

1.0

0.6

1.3

2.4

2.7

1.5

1.6

1.8

1.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）(n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）(n=379）

中高生等調査

（n=2,642)

うち ひとり親世帯

（中高生等）(n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）(n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体(n=5,531)

（参考）ひとり親世帯

全体(n=825）

（参考）貧困線以下の

所得の世帯全体（n=790)

（参考）施策対象者

アンケート全体(n=119）

よくある ときどきある あまりない ない 無回答
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（３）子どもに望む最終学歴，子育てにかける時間やお金等の優先度
【子どもに望む最終学歴】 
・ 子どもに望む最終学歴については，乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「大学」まで
を希望する人が半数を超えています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」について，全体と比較して，「大学」
までを希望する割合が低く，「高等学校」までを希望する割合が高くなっています。 
【子育てにかける時間やお金等の優先度】
・ 乳幼児，小学生，中高生等のいずれも「できるなら優先すべき」の割合が最も高く，次
いで「最も優先すべき」となっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」についても同様の傾向となっています。 

図表 80 子どもに望む最終学歴 

  ＜乳幼児＞              ＜小学生＞              ＜中高生等＞ 

11.1

3.1

66.3

4.1

4.5

5.5

3.6

0.7

1.0

20.0

4.9

54.0

4.0

5.7

6.6

2.6

1.4

0.9

22.2

3.4

52.0

1.8

7.1

7.4

4.0

1.1

1.1

0% 50% 100%

高等学校

短大

大学

大学院

専修学校・

各種学校

特にない

わからない

その他

無回答

小学生調査（n=2,889）

うち ひとり親世帯（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）

（n=379）

9.2

1.9

67.2

4.4

2.0

8.3

5.8

0.9

0.3

17.5

1.9

56.3

1.3

3.8

8.8

10.0

0.6

0.0

14.7

2.5

53.6

3.3

3.6

11.7

9.4

1.1

0.0

0% 50% 100%

高等学校

短大

大学

大学院

専修学校・

各種学校

特にない

わからない

その他

無回答

乳幼児調査（n=3,248）

うち ひとり親世帯（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯（乳幼児）

（n=360）

9.0

2.7

65.5

6.1

5.2

5.8

2.2

1.2

2.3

17.3

3.6

53.1

4.4

5.9

8.6

2.7

1.9

2.5

13.1

3.6

57.7

2.2

8.5

9.2

3.2

1.2

1.2

0% 50% 100%

高等学校

短大

大学

大学院

専修学校・

各種学校

特にない

わからない

その他

無回答

中高生等調査（n=2,642）

うち ひとり親世帯（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）

（n=411）
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図表 81 子育てにかける時間やお金等の優先度 

36.9

36.9

34.7

33.9

35.1

32.2

38.0

34.3

36.7

36.2

35.0

34.6

32.2

60.4

58.1

60.8

62.5

59.1

63.3

57.5

59.6

60.1

60.2

59.2

61.4

61.2

1.0

2.5

2.2

1.4

3.1

1.8

1.1

2.3

1.9

1.2

2.6

2.0

2.7

1.5

2.5

1.9

1.1

2.0

1.6

1.0

0.8

0.2

1.2

1.5

1.2

2.2

0.2

0.0

0.3

1.0

0.6

1.1

2.3

2.9

1.0

1.1

1.6

0.8

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

中高生調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=183）

最も優先すべき できるなら優先すべき 他に優先すべきことがある わからない 無回答
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（４）相談相手の状況
・ 相談相手の状況については，すべての年齢区分で「相談できる相手がいる」の割合が最
も高くなっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」について，「相談できる相手がおらず,
ほしいと思っている」の割合が全体と比較して高くなっています。 

図表 82 相談相手の状況 

93.3

82.5

88.6

87.6

76.0

81.3

83.0

71.8

76.9

88.3

75.0

82.0

80.3

4.8

12.5

6.4

6.8

15.7

11.3

8.8

18.1

16.3

6.7

16.3

11.6

14.8

1.5

4.4

4.4

3.1

6.6

4.5

5.8

7.4

5.6

3.3

6.6

4.9

3.8

0.3

0.6

0.6

2.5

1.7

2.9

2.3

2.7

1.2

1.6

2.0

1.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=985）

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=183）

相談できる相手がいる

相談できる相手がおらず,ほしいと思っている

相談できる相手がいないが,必要ないと思っている

無回答
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図表 83 相談相手     （単位：％）

夫・妻 親・親族 子ども 友人・知人
隣人・地域

の人 
幼稚園・保育
園（所）の先生

学校の
先生 

乳幼児調査（n=3,031） 83.9 81.6 3.2 62.0 9.0 24.4 1.6

うち ひとり親世帯 

（乳幼児）（n=130） 
3.8 83.1 3.8 67.7 2.3 18.9 0.8

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=319） 
63.0 85.0 5.6 60.2 11.6 23.2 2.2

小学生調査（n=2,530） 74.8 69.3 16.3 66.6 8.6 4.3 14.5

うち ひとり親世帯 

（小学生）（n=266） 
1.5 72.9 20.7 76.7 6.0 2.3 13.9

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=308） 
44.5 71.1 21.1 71.1 11.0 4.5 15.3

中高生等調査（n=2,194） 68.7 55.8 28.8 63.7 6.6 0.5 11.9

うち ひとり親世帯 

（中高生等）（n=341） 
1.5 64.2 36.7 78.6 4.1 0.3 13.2

うち貧困線以下の所得の 

世帯（中高生等）（n=316） 
36.7 59.5 34.8 75.6 5.4 0.3 11.4

（参考）無作為抽出 
アンケート全体（n=7,755） 

76.6 70.3 14.7 63.9 8.2 11.1 8.7

（参考）ひとり親世帯全体 
（n=737） 

1.9 70.5 25.0 75.8 4.5 4.3 11.2

（参考）貧困線以下の所得
の世帯全体（n=943） 

48.1 71.9 20.5 68.9 9.3 9.4 9.5

（参考）施策対象者 

アンケート全体（n=147） 
 2.7 69.4 18.4 76.9 6.1 15.6 10.9

カウンセラー

などの専門家

民生委員・

児童委員

公的な 

相談機関

民間団体や

ボランティア
その他 無回答 

乳幼児調査（n=3,031） 1.3 1.1 1.8 0.5 1.5 0.2

うち ひとり親世帯（乳幼児）

（n=130） 
0.8 0.8 2.3 0.0 3.8 0.0

うち 貧困線以下の所得の

世帯（乳幼児）（n=319） 
1.3 1.6 1.9 0.3 2.2 0.0

小学生調査（n=2,530） 2.9 0.3 1.7 0.3 1.7 0.1

うち ひとり親世帯（小学生）

（n=266） 
3.4 0.8 3.8 0.0 4.5 0.4

うち 貧困線以下の所得の

世帯（小学生）（n=308） 
2.9 0.3 2.6 0.3 1.0 0.0

中高生等調査（n=2,194） 2.9 0.1 1.8 0.6 1.5 0.1

うち ひとり親世帯 

（中高生等）（n=341） 
6.7 0.0 3.8 0.9 2.1 0.0

うち 貧困線以下の所得の

世帯（中高生等）（n=316） 
4.7 0.3 2.5 1.3 2.2 0.0

（参考）無作為抽出 
アンケート全体（n=7,755） 

2.3 0.6 1.8 0.5 1.6 0.1

（参考）ひとり親世帯全体 

（n=737） 
4.5 0.4 3.5 0.4 3.2 0.1

（参考）貧困線以下の所得

の世帯全体（n=943） 
3.0 0.7 2.3 0.6 1.8 0.0

（参考）施策対象者 

アンケート全体（n=147） 
4.1 1.4 4.8 0.0 2.7 0.0
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（５）悩んでいること  
【子育てに関する悩み】 
・ 子育てに関する悩みについて，乳幼児では「子どもの教育費」(46.6%)，「子どもに対
するしつけや教育への自信」(34.1%)，小学生，中高生等では「子どもの教育費」(小学
生 53.9%，中高生等 57.8%)，「子どもの進学や受験」(小学生 45.7%，中高生等 55.9%)
に関して悩んでいることが多くなっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」において，全体と比較して悩んでいる
項目に大きな違いはありませんが，「子どもの教育費」，「子どもの進学や受験」，「子ども
に十分な食事や栄養を与えられていない」，「イライラして子どもに厳しく接してしまう」
に関して，「悩んでいる＋どちらかというと悩んでいる」の割合が全体と比較して高くな
っています。 
【子どもに関する悩み】 
・ 乳幼児では「子どもに基本的な生活習慣（あいさつ，規則正しい食生活，整理・整頓な
ど）が身についていない」(16.6%)，「子どもの発育や病気」(16.2%)，小学生，中高生
等では「子どもに基本的な生活習慣（あいさつ，規則正しい食生活，整理・整頓など）が
身についていない」(小学生 27.9%，中高生等23.9%)，「子どもが勉強しない」(小学生
26.4%，中高生等 32.8%)，「子どものテレビやゲーム，スマートフォンの使用時間が長
い」(小学生 30.1%，中高生等 43.0%)に関して悩んでいることが多くなっています。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」において，全体と比較して悩んでいる
項目に大きな違いはありませんが，全体と比較して「悩んでいる＋どちらかというと悩ん
でいる」の割合が高くなっています。 
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図表 84 子育てに関する悩み（悩んでいる，どちらかというと悩んでいるの合計の割合） （単位：％）
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乳幼児調査（n=3,248） 34.1 8.3 13.2 12.8 27.3 19.2 46.6 9.6 31.9

 うち ひとり親世帯（乳幼児） 

 （n=160） 
41.3 18.1 7.5 8.8 40.0 28.1 66.3 19.4 46.9

 うち 貧困線以下の所得の 

 世帯（乳幼児）（n=360） 
36.9 12.2 17.2 16.9 32.5 23.9 63.6 14.2 38.1

小学生調査（n=2,889） 36.3 10.7 11.8 14.1 45.7 34.3 53.9 6.4 35.1

 うち ひとり親世帯（小学生） 

 （n=350） 
42.9 22.3 7.4 7.4 56.0 44.3 71.4 14.3 41.1

 うち 貧困線以下の所得の世

 帯（小学生）（n=379） 
42.7 17.4 12.4 16.6 55.4 43.0 73.4 15.3 38.5

中高生等調査（n=2,642） 28.1 11.3 12.2 14.5 55.9 49.0 57.8 8.2 18.3

 うち ひとり親世帯 

 （中高生等）（n=475） 
35.8 20.2 7.2 6.3 64.2 57.9 74.5 19.8 26.7

 うち 貧困線以下の所得の 

 世帯（中高生等）（n=411） 
33.3 17.8 11.2 12.7 68.1 58.6 82.2 15.8 24.8

（参考）無作為抽出 

アンケート全体（n=8,779） 
33.0 10.0 12.4 13.7 42.0 33.1 52.4 8.1 28.8

（参考）ひとり親世帯全体 

（n=985） 
39.2 20.6 7.3 7.1 57.4 48.2 72.1 17.8 35.1

（参考）貧困線以下の所得

の世帯全体（n=1,150） 
37.6 15.9 13.5 15.3 52.8 42.6 73.5 15.1 33.5

（参考）施策対象者 

アンケート全体（n=183） 
38.8 17.5 9.3 9.3 54.6 44.8 76.5 16.9 37.2
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図表 85 子どもに関する悩み（悩んでいる，どちらかというと悩んでいるの合計の割合）  （単位：％）
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乳幼児調査（n=3,248） 16.6 4.8 16.1 7.3 6.0 16.2 5.8 4.2 15.8

 うち ひとり親世帯（乳幼児）  

 （n=160） 
21.3 10.0 26.3 10.6 8.8 21.3 16.9 8.1 20.0

 うち 貧困線以下の所得の 

 世帯（乳幼児）（n=360） 
18.1 7.5 23.3 9.4 7.2 17.5 10.6 7.5 17.2

小学生調査（n=2,889） 27.9 26.4 21.6 17.1 12.8 14.1 8.4 3.7 30.1

 うち ひとり親世帯（小学生）  

 （n=350） 
34.9 31.7 26.0 21.4 19.1 18.6 18.0 7.4 33.1

 うち 貧困線以下の所得の 

 世帯（小学生）（n=379） 
29.8 32.5 25.9 21.4 17.2 16.9 14.2 6.1 37.7

中高生等調査（n=2,642） 23.9 32.8 19.4 18.8 10.1 11.0 5.4 4.0 43.0

 うち ひとり親世帯 

 （中高生等）（n=475） 
28.8 37.9 25.7 21.3 12.2 15.8 10.5 7.4 44.6

 うち 貧困線以下の所得の 

 世帯（中高生等）（n=411） 
28.2 37.5 24.3 18.2 12.9 13.1 8.5 4.9 45.0

（参考）無作為抽出 

アンケート全体（n=8,779） 
22.5 20.3 18.9 14.0 9.5 13.9 6.5 4.0 28.7

（参考）ひとり親世帯全体 

（n=985） 
29.7 31.2 25.9 19.6 14.1 17.7 14.2 7.5 36.5

（参考）貧困線以下の所得の

世帯全体（n=1,150） 
25.6 26.4 24.5 16.5 12.5 15.7 11.0 6.1 33.9

（参考）施策対象者 

アンケート（n=183） 
22.4 24.0 26.2 18.0 18.6 19.7 15.3 9.8 25.7
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（６）町内会への加入状況
・ 町内会への加入状況については，「加入している」の割合が小学生 81.4%，中高生等
81.0%と，80%以上が加入している状況となっている一方で，乳幼児は 64.9%と小学
生や中高生等と比較して「加入している」の割合が低くなっています。 

・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」について，「加入している」の割合が
全体と比較して低くなっており，加入していない理由は，「会費の支払が負担に感じる」，
「仕事や子育てが忙しく時間がない」の割合が全体と比較して高くなっています。 

図表 86 町内会への加入状況 

64.9

53.8

55.0
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58.5
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32.9

28.8
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9.7

2.2
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1.1

2.3
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2.7

4.7

4.8
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0.5
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0.3

0.7

0.9

0.3

0.9

0.8

0.2

0.7

0.7

0.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=160）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=360）

小学生調査

（n=2,889）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=379）

中高生等調査

（n=2,642）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=411）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=8,779）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=985）

（参考）貧困線以下の

世帯全体（n=1,150）

（参考）施策対象者

アンケート全体（n=183）

加入している 加入していない わからない 無回答
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図表 87 町内会に加入していない理由 

※ 施策対象者については，標本数が少ないため，掲載していない。 
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38.3

27.8

29.3

3.0
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1.8
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0.4

0.0

0.0

1.9

1.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=982）

うち ひとり親世帯

（乳幼児）（n=55）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=126）

小学生調査

（n=454）

うち ひとり親世帯

（小学生）（n=113）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（小学生）（n=90）

中高生等調査

（n=450）

うち ひとり親世帯

（中高生等）（n=156）

うち 貧困線以下の所得の世帯

（中高生等）（n=115）

（参考）無作為抽出

アンケート全体（n=1,886）

（参考）ひとり親世帯

全体（n=324）

（参考）貧困線以下の

世帯全体（n=331）

会費の支払が負担に感じる 仕事や子育てが忙しく時間がない

加入の仕方がわからない 隣近所とのつきあいがわずらわしい

その他 無回答
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５ 支援策について
（１）各種支援策の利用状況
・ 各種支援策の利用状況については，「利用しているものはない」の割合が乳幼児 74.9％，
小学生 46.2%，中高生等 54.0%と最も高くなっていいます。 
・ 「ひとり親世帯」では「児童扶養手当」の利用が多く，また，全体と比較すると，すべ
ての年齢区分で「生活保護」（乳幼児 13.8%,小学生 13.7%，中高生等 15.6%），小学校
では「就学援助費」（43.7%）や「学童クラブ事業」（32.3%），中高生等では「就学援助
費」（35.2%）や「高校進学就学支援金（22.1%）」の割合が高くなっています。 
・ 「貧困線以下の所得の世帯」について，乳幼児では「利用しているものはない」の割合
が 64.4%と最も高くなっていますが，小学生，中高生等においては「ひとり親世帯」と
おおむね同じ傾向になっています。 

図表 88 各種支援策の利用状況 

＜乳幼児＞ 
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64.4

3.9
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90.6

4.7

3.1

3.1

4.7

1.6

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活保護

児童扶養手当（ひとり親家庭等への手当）

特別児童扶養手当（障害のある子どもへの手当）

私立幼稚園就園奨励費

障害児通所支援（放課後デイサービス等），

障害児入所支援

児童福祉センター（児童相談所・発達相談所），

子ども支援センター等における相談

その他

利用しているものはない

無回答

乳幼児調査（n=3,248） うち ひとり親世帯（乳幼児）（n=160）
うち 貧困線以下の所得の世帯（乳幼児）（n=360） （参考）施策対象者アンケート全体（乳幼児）（n=64）
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＜小学生＞ 
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46.2

6.3

13.7
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4.6

43.7

14.9

32.3

1.4
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1.4

11.1

2.9

7.4

39.1

2.6

42.0

20.3

26.4

1.6

5.3

0.8

21.9

5.3

47.7

92.3

6.2

44.6

12.3

32.3

0.0

6.2

1.5

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活保護

児童扶養手当

特別児童扶養手当

就学援助費

小学校の放課後まなび教室

学童クラブ事業

障害児通所支援,障害児入所支援

児童福祉センター,子ども支援センター等

における相談

その他

利用しているものはない

無回答

小学生調査（n=2,889） うち ひとり親世帯（小学生）（n=350）

うち 貧困線以下の所得の世帯（小学生）（n=379） （参考）施策対象者アンケート全体（小学生）（n=65）
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＜中高生等＞ 
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9.7

45.7
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38.0
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6.8

27.5

1.5
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1.9

18.5

6.3

37.0

92.6

7.4

59.3

1.9

0.0

38.9

27.8

0.0

3.7

1.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活保護

児童扶養手当

特別児童扶養手当

就学援助費

生活困窮対策の中3学習会

中学校における放課後･長期休暇中の補習

民間委託による弁当形式の選択制中学校給食

高校進学修学支援金

障害児通所支援,障害児入所支援

児童福祉センター,子ども支援センター等に

おける相談

その他

利用しているものはない

無回答

中高生等調査（n=2,642） うち ひとり親世帯（中高生等）（n=475）

うち 貧困線以下の所得の世帯（中高生等）（n=411） （参考）施策対象者アンケート全体（中高生等）（n=54）
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（２）求めている子育て支援策 
・ 求めている子育て支援策については，乳幼児では「保護者が家にいないときに子どもを
預かる場やサービスの提供」(45.9%)，「生活や就学のための経済的補助」(43.0%)，「自
然体験や集団遊びなど，多様な活動機会の提供」(40.9%)，小学生では「生活や就学のた
めの経済的補助」(40.8%)，「自然体験や集団遊びなど，多様な活動機会の提供」(34.8%)，
「保護者が家にいないときに子どもを預かる場やサービスの提供」(28.8%)，中高生等で
は「生活や就学のための経済的補助」(46.2%)，「会社などでの職場体験等の機会」
(21.3%)，「仕事に就けるようにするための就労に関する支援」(19.7%)の割合が高くな
っており，年齢区分によって求める支援策に違いがあります。 
・ 「ひとり親世帯」や「貧困線以下の所得の世帯」では，上記のほか，「低い家賃で住め
る住居の確保」の割合が高くなっています。 
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図表 89 求めている子育て支援策                   （単位：％）

保
護
者
が
家
に
い
な
い
と
き
に

子
ど
も
を
預
か
る
場
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

低
い
家
賃
で
住
め
る
住
居
の
確
保

生
活
や
就
学
の
た
め
の
経
済
的
補
助

進
路
や
生
活
な
ど
に
つ
い
て

な
ん
で
も
相
談
で
き
る
と
こ
ろ

仲
間
と
出
会
え
，

一
緒
に
活
動
で
き
る
と
こ
ろ

自
然
体
験
や
集
団
遊
び
な
ど
，

多
様
な
活
動
機
会
の
提
供

地
域
に
お
け
る

子
ど
も
の
居
場
所
の
提
供

読
み
書
き
計
算
な
ど
の

基
礎
的
な
学
習
へ
の
支
援

会
社
な
ど
で
の
職
場
体
験
等
の
機
会

仕
事
に
就
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

就
労
に
関
す
る
支
援

望
ま
し
い
食
生
活
を
育
む
た
め
の

環
境
整
備

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

乳幼児調査 
（n=3,248） 

45.9 14.1 43.0 8.4 24.8 40.9 30.2 12.7 5.4 7.0 6.0 5.8 3.3 1.5 1.6

 うち ひとり親世 

 帯（乳幼児） 

 （n=160） 

39.4 38.8 56.3 10.6 16.3 23.1 19.4 21.9 1.9 6.9 3.8 6.9 3.1 1.9 1.3

 うち 貧困線以下

 の所得の世帯 

 （乳幼児（n=360）

40.0 36.1 60.8 6.9 14.4 29.2 21.9 15.6 4.4 8.9 6.7 4.4 1.9 1.4 1.4

小学生調査 
（n=2,889） 

28.8 9.0 40.8 12.3 26.7 34.8 24.5 15.4 14.3 9.6 3.2 4.1 5.2 1.6 1.6

 うち ひとり親世 

 帯 （小学生）  

 （n=350） 

26.6 35.1 59.7 11.1 16.3 25.4 16.6 15.7 8.6 10.6 3.4 4.0 3.1 2.3 1.4

 うち 貧困線以下
 の所得の世帯（小

 学生）（n=379） 

23.5 26.6 64.1 11.9 17.4 24.0 21.6 17.9 9.5 10.8 4.5 1.8 4.5 0.8 0.3

中高生等調査 
（n=2,642) 

4.7 10.7 46.2 18.0 16.7 10.3 5.6 4.7 21.3 19.7 3.9 4.6
14.
0

2.8 3.2

 うち ひとり親世 

 帯 （中高生等） 

 （n=475） 

5.7 33.1 63.6 16.6 13.9 7.4 4.6 6.5 13.9 20.4 6.9 4.0 7.6 3.2 3.6

 うち 貧困線以下

 の所得の世帯（中

 高生等） (n=411）

4.9 28.7 66.9 18.7 12.2 4.9 4.4 8.8 16.8 22.6 5.1 4.6 6.1 2.9 1.0

（参考）無作為
抽出アンケート
全体(n=8,779) 

27.9 11.4 43.3 12.6 23.0 29.7 20.9 11.2 13.1 11.7 4.4 4.9 7.2 1.9 2.1

（参考）ひとり親
世帯(n=985） 

18.6 34.7 61.0 13.7 15.1 16.3 11.3 12.3 10.1 14.7 5.2 4.5 5.3 2.6 2.4

（参考）貧困線
以下の所得の
世帯（n=1,150) 

22.0 30.3 64.1 12.8 14.6 18.8 15.6 13.9 10.5 14.4 5.4 3.7 4.3 1.7 0.9

（参考）施策対
象者アンケート
全体(n=183） 

19.1 42.6 59.6 11.5 12.0 15.3 16.4 18.6 6.0 10.9 8.2 4.4 4.4 1.6 2.7
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＜参考資料＞ 

 ・ お住まいの行政区 

（単位：％）

北区 上京区 左京区 中京区 東山区 山科区 下京区 南区 

乳幼児調査 

（n=3,248） 
6.9 4.9 11.8 8.3 2.2 8.8 6.3 7.5

小学生調査 

（n=2,889） 
8.5 6.0 11.3 7.3 1.7 8.7 4.9 6.5

中高生等調査 

（n=2,642） 
8.2 4.9 11.1 7.1 1.7 8.4 4.2 6.2

（参考）無作為抽出 

アンケート全体

(n=8,779） 

7.8 5.2 11.4 7.6 1.9 8.6 5.2 6.7

（参考）施策対象者 

アンケート全体

(n=183） 

5.5 4.4 7.7 6.0 3.8 13.7 6.6 8.2

右京区 

（京北地域

を除く） 

右京区 

（京北地域）

西京区 

（洛西支所

管内を除く）

西京区 

（洛西支所

管内） 

伏見区 

（深草・醍醐

支所管内を

除く） 

伏見区 

（深草支所

管内） 

伏見区 

（醍醐支所

管内） 

無回答 

乳幼児調査 

（n=3,248） 
13.7 0.3 8.6 3.4 10.0 4.8 2.6 0.1

小学生調査 

（n=2,889） 
13.3 0.7 7.7 3.7 10.8 4.7 3.7 0.5

中高生等調査 

（n=2,642） 
13.1 0.6 7.9 5.6 11.6 5.0 3.7 0.8

（参考）無作為抽出 

アンケート全体

(n=8,779） 

13.4 0.5 8.1 4.1 10.8 4.8 3.3 0.5

（参考）施策対象者 

アンケート全体

(n=183） 

10.4 1.1 3.8 4.4 15.3 4.9 3.3 1.1
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 ・ 世帯員の人数及び世帯員のうち１８歳までの子どもの数

＜世帯員の人数＞ 

  ＜世帯員のうち，１８歳までの子どもの数＞ 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.1

4.6

5.9

4.0

19.1

45.0

25.2

22.6

31.8

42.1

38.3

47.8

45.6

43.6

24.6

10.4

17.1

19.3

15.3

11.5

3.7

4.8

5.2

4.5

1.6

0.4

0.5

1.3

0.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

小学生調査

（n=2,889）

中高生等調査

（n=2,642）

（参考）無作為抽出

アンケート

全体（n=8,779）

（参考）施策対象者

アンケート全体

（n=183）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人以上 無回答

50.7

30.4

42.4

41.5

35.5

37.9

49.8

39.2

42.2

43.7

8.9

15.8

10.6

11.7

16.9

1.4

1.9

1.8

1.7

3.8

1.1

2.1

6.1

2.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児調査

（n=3,248）

小学生調査

（n=2,889）

中高生等調査

（n=2,642）

（参考）無作為抽出

アンケート

全体（n=8,779）

（参考）施策対象者

アンケート全体

（n=183）

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答
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 ・ 登校状況について，「学校を休みがちである」と回答された方の休みがちになった時 

  期 

※ 標本数が少ないものがあるため，参考データとしている。 
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 ・ 夕食をつくる頻度について，「月に数日（休日など）」又は「ほとんどつくらない」 

  と回答された方の最も多い食事の内容 

（単位：％）

外
食

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
等
で

購
入
す
る
お
惣
菜
，
弁
当

イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト
ル
ト

食
品

お
菓
子

親
戚
，
知
人
が
つ
く
っ
た
料
理

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

乳幼児調査（n=52） 11.5 3.8 7.7 0.0 42.3 0.0 23.1 11.5

うち ひとり親世帯（乳幼児）（n=9） 22.2 11.1 0.0 0.0 55.6 0.0 0.0 11.1

うち 貧困線以下の所得の世帯

（乳幼児）（n=7） 
14.3 0.0 14.3 0.0 57.1 0.0 14.3 0.0

小学生調査（n=53） 1.9 9.4 5.7 0.0 67.9 0.0 5.7 9.4

うち ひとり親世帯（小学生）（n=21） 4.8 4.8 0.0 0.0 81.0 0.0 4.8 4.8

うち 貧困線以下の所得の世帯 

（小学生）（n=12） 
0.0 16.7 8.3 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0

中高生等調査（n=86) 3.5 20.9 8.1 1.2 31.4 2.3 19.8 12.8

 うち ひとり親世帯 

 （中高生等）（n=37） 
0.0 16.2 10.8 0.0 43.2 2.7 21.6 5.4

 うち 貧困線以下の所得の世帯 
（中高生等） (n=21） 

0.0 38.1 4.8 4.8 33.3 4.8 9.5 4.8

（参考）無作為抽出アンケート全体

（n=191） 
5.2 13.1 7.3 0.5 44.5 1.0 16.8 11.5

（参考）ひとり親世帯全体（n=67） 4.5 11.9 6.0 0.0 56.7 1.5 13.4 6.0

（参考）貧困線以下の所得の世帯

全体（n=40） 
2.5 25.0 7.5 2.5 50.0 2.5 7.5 2.5

（参考）施策対象者アンケート全体
(n=7） 

0.0 0.0 14.3 0.0 28.6 0.0 42.9 14.3

※ 標本数が少ないものがあるため，参考データとしている。 
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 ・ 保護者の就労状況について，「今は働いていないがそのうち働きたい」と回答された 

  方の仕事をしていない理由 

＜父親＞ （単位：％）

収
入
に
つ
い
て
条
件
の
あ
う
仕
事
が
な
い

時
間
に
つ
い
て
条
件
の
あ
う
仕
事
が
な
い

年
齢
制
限
の
た
め
仕
事
が
な
い

仕
事
に
必
要
な
専
門
知
識
や
資
格
が
な
い

子
ど
も
の
保
育
の
手
だ
て
が
な
い

子
ど
も
の
健
康
等
の
問
題

自
身
の
健
康
等
の
問
題

家
族
の
介
護

今
は
子
育
て
に
専
念
し
た
い

仕
事
の
探
し
方
が
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

乳幼児調査 
（n=21） 

9.5 14.3 0.0 4.8 4.8 0.0 19.0 0.0 14.3 4.8 33.3 14.3

 うち ひとり親世帯 

（乳幼児）（n=0） 
- - - - - - - - - - - -

 うち 貧困線以下 
 の所得の世帯 

 （乳幼児（n=8） 
12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 12.5 62.5 0.0

小学生調査 
（n=19） 

10.5 15.8 5.3 5.3 15.8 5.3 26.3 10.5 31.6 5.3 15.8 0.0

 うち ひとり親世帯 

（小学生） （n=1） 
0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

 うち 貧困線以下の 

所得の世帯 

（小学生）（n=7） 
0.0 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 42.9 0.0 28.6 0.0

中高生等調査 
（n=9) 

11.1 22.2 11.1 11.1 11.1 0.0 55.6 11.1 0.0 0.0 11.1 11.1

 うち ひとり親世帯 

（中高生等）（n=0） 
- - - - - - - - - - - -

 うち 貧困線以下 

 の所得の世帯 

（中高生等）(n=4） 
25.0 25.0 0.0 25.0 25.0 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（参考）無作為抽出
アンケート全体
(n=49) 

10.2 16.3 4.1 6.1 10.2 2.0 28.6 6.1 18.4 4.1 22.4 8.2

（参考）ひとり親世帯
(n=1） 

0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

（参考）貧困線以下
の所得の世帯
（n=19) 

10.5 15.8 5.3 5.3 5.3 0.0 36.8 0.0 15.8 5.3 36.8 0.0

（参考）施策対象者
アンケート全体(n=1）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

※ 標本数が少ないものがあるため，参考データとしている。
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＜母親＞ （単位：％）

収
入
に
つ
い
て
条
件
の
あ
う
仕
事
が
な
い

時
間
に
つ
い
て
条
件
の
あ
う
仕
事
が
な
い

年
齢
制
限
の
た
め
仕
事
が
な
い

仕
事
に
必
要
な
専
門
知
識
や
資
格
が
な
い

子
ど
も
の
保
育
の
手
だ
て
が
な
い

子
ど
も
の
健
康
等
の
問
題

自
身
の
健
康
等
の
問
題

家
族
の
介
護

今
は
子
育
て
に
専
念
し
た
い

仕
事
の
探
し
方
が
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

乳幼児調査 
（n=1,012） 

2.4 22.3 1.4 3.8 26.9 1.5 3.6 1.0 69.1 1.8 4.8 3.3

 うち ひとり親世帯 

（乳幼児）（n=20） 
10.0 30.0 0.0 15.0 10.0 5.0 25.0 5.0 20.0 10.0 15.0 10.0

 うち 貧困線以下 

 の所得の世帯 

 （乳幼児（n=86） 
1.2 26.7 0.0 7.0 25.6 2.3 7.0 1.2 59.3 1.2 2.3 7.0

小学生調査 
（n=517） 

3.9 42.0 5.8 7.7 18.4 3.9 10.1 4.4 61.3 1.7 4.3 0.4

 うち ひとり親世帯 

（小学生） （n=21） 
9.5 19.0 14.3 9.5 0.0 4.8 42.9 0.0 23.8 4.8 9.5 0.0

 うち 貧困線以下の 

所得の世帯 

（小学生）（n=41） 
2.4 36.6 4.9 9.8 9.8 7.3 17.1 7.3 48.8 0.0 0.0 0.0

中高生等調査 
（n=276) 

6.9 38.0 15.2 8.7 2.9 6.2 21.4 15.6 36.6 2.5 9.1 1.8

 うち ひとり親世帯 
（中高生等）（n=32） 

3.1 15.6 12.5 12.5 0.0 3.1 43.8 21.9 18.8 0.0 15.6 3.1

 うち 貧困線以下 

 の所得の世帯 
（中高生等）(n=46） 

8.7 21.7 13.0 10.9 0.0 10.9 37.0 23.9 21.7 0.0 17.4 2.2

（参考）無作為抽出
アンケート全体
(n=1,805) 

3.5 30.4 4.8 5.7 20.8 2.9 8.1 4.2 61.9 1.9 5.3 2.2

（参考）ひとり親世帯
(n=73） 

9.8 24.4 7.3 12.2 4.9 4.9 34.1 2.4 22.0 7.3 12.2 4.9

（参考）貧困線以下
の所得の世帯
（n=173) 

3.5 27.7 4.6 8.7 15.0 5.8 17.3 8.7 46.8 0.6 5.8 4.0

（参考）施策対象者
アンケート全体
(n=17） 

5.9 41.2 5.9 29.4 5.9 5.9 52.9 5.9 5.9 0.0 17.6 0.0

※ 標本数が少ないものがあるため，参考データとしている。 



104 

 ・ 市民アンケート調査における自由記載欄の回答内容について

いただいた御意見について，類似する項目ごとに分類したところ，下表のような結果であった。

（自由記載欄の意見内容集計） 

項 目 意見数 主な意見 

保育・幼稚園関連 477 保育所の箇所増，預かり保育の充実 など 

教育・子どもの居場所関連 1,264
学力保障にむけた学校での取組の充実，放課後・長期

休業中の子どもの居場所の確保 など 

経済的負担の軽減関連 1,769 保育料，学費等の軽減 など 

就労環境関連 219 働きながら子育てしやすい雇用環境の実現 など 

子育て環境の整備関連 483 子どもの遊び場の確保 など 

病気・障害関連 134 病気や障害のある子ども等への更なる支援 など 

その他 1,228

合 計 5,574

※ １人の方が多岐の分野において意見を記載されている場合は，各意見ごとにカウントしている。


